
○本号は未入会の先生にもお送り
しました。ご入会を心よりお待ちいた
します（入会案内２面）。 
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４年前の夏、中国四川省のフラワートレッキングで心に焼き付けてきた、神々しく輝く山々です。 

【中央】四姑娘山（6,250m）、【右】三姑娘山（5,664m）、【右端】二姑娘山（5,454m）の一部。

撮影は大姑娘山（5,025m）の4,900m地点にて。 

写真下は巴朗山峠（4,500m）で出会ったヒマラヤに咲く幻の花「ブルーポピー」。 

中国・四川大地震の被害に対する哀悼の意と、一日も早い復興への願いをこめて、この写真を掲

載させていただきました。 

清光　義則（能美市・内科） 

中国・
四川大地震の復興を願って中国・
四川大地震の復興を願って中国・
四川大地震の復興を願って中国・
四川大地震の復興を願って
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保険医協会は 

国民医療の充実と 

保険医の生活を守ります。 

未入会の先生へ 

お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を 
記入のうえ、ご返送下さい。 

◎会　費（月額） 開業医　4,500円／勤務医　3,800円 
 ※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 

◎入会金　なし ◎連絡先　〒920-0902  金沢市尾張町2丁目8番23号 
 　　　　　　 （太陽生命金沢ビル8階） 

石川県保険医協会  電話 076（222）5373

入会の方法は 

保険医協会にぜひご入会下さい！ 

医科　728人、歯科　285人 

会員数　1,013人 
本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。 
この機会にぜひ入会をご検討下さい。 

『病院マップ』発刊に寄せて 

「病院マップ」 「病院マップ」 「病院マップ」 
年度版 

会員には本紙とともにお送りしました。 

追加は 
有料です。 
（1冊3,000円 

会員は2,000円／送料込み） 

※連絡先は1面左上記載。 
担当：杉野まで 

2008 完 成 !!

お待たせしました!!

石川県保険医協会　　　　　　　　　　　　　　　 
理事・医療福祉部長　大川　義弘（金沢市・内科） 

　『病院マップ』2008年度版を発刊するに当たって、ご協力いただいた病
院各位と、協賛していただいた各社に、まず感謝申し上げます。 
　さて、2008年４月に実施された後期高齢者医療制度は、制度が始まる前
後から早くも保険料の負担に関する問題や後期高齢者終末期相談支援料
の凍結など、いくつかの変更の方向が出されています。 
　しかし、この制度が根本的には「高齢者差別」の診療報酬であることは
明確であり、そういう小手先の手直しで済む制度ではないと思います。 
　外来管理加算での５分間ルールも、その根拠があいまいであり（保団連
が厚労省と対峙）医療費抑制政策のためだけの算定要件の変更であるこ
とは明白です。 
　今回の診療報酬改定の内容を見ると、医療費抑制という重石が外れな
い限り、矛盾が深まっていくことが、よりはっきりしてきています。 
　一方、病診連携を一層進めていくことが求められる病院を取り巻く状
況の変化もあります。その一つは、地域医療計画による病院の機能別再編
です。次いで、DPC病院＝一般病床とでもなりそうなくらいのDPCの拡
大があります。三つ目には、厚労省の当初の計画通りには進みそうにない
とはいえ、療養病床の根拠なき大幅削減があります。むろん、勤務医の絶
対的な不足による病院機能維持の困難さという問題も、とても大きいも
のです。世論の高まりで医師養成拡大に舵がきられてきてはいますが、そ
の効果が出るのはまだ先です。 
　このような中で、病診連携は重要性が増しています。この『病院マップ』
の表紙の一番上には、「病診連携の一助に」という副題が書かれています。
「一助」と控えめな表現になってはいますが、病院の特色、診療体制、検査
応需、患者紹介方法、地域医療連携室などが記載されており、診療所から
病院へ紹介するときに必要な情報は網羅されています。診療所側にとっ
ては、使い勝手がいいものになっていると思われます。 
　しかし、双方向性が担保されてはじめて連携と言えると思われますので、
病院から診療所へのフィードバックのためのマップになっていくかどう
かが、今後の大きな課題だとも思っています。病院・診療所とも、このマ
ップを使って双方向のやりとりができることを望んでいます。 
　さらに先生方には、ユーザーとして、『病院マップ』への忌憚のないご意
見をいただければ幸いです。 

在庫が無くなり次第、 
締め切ります。 

『病院マップ』発刊に寄せて 2008年度版 

理事　斉藤　典才（金沢市・外科）
今回、北陸病院の清水先生、県立中央病院の伴登先生、開業されたての大森先

生、医療センターの廣瀬先生にお集まりいただき、座談会「医療崩壊　～勤務医の

何が問題か、どう立て直すべきか～」を開くことができました（７面～ 10 面）。

大変お忙しい状況の中でお集まりいただいた先生方、それにご推薦いただいた

先生方に深く感謝申し上げます。

この座談会の記事校正をしていてまず思ったことは、紙面の都合上、重要な「女

性医師問題」「医療者側と市民側の認識の差違」の部分を外さねばならなかったこ

とです。会の中で参加された先生方から大変貴重なご意見をたくさんお伺いし、こ

れを読者の皆さんにお伝えしたかったのですが、もともと４万字のところを８千字

に削除しなければならず、忸怩たる思いがいたしました。勤務医の問題は、本当に

多岐にわたっているという証しかとも思いました。ご容赦いただければと思いま

す。

さて、参加された先生方は本当の意味での勤務医の立場を代弁される方々でし

た。ここで思うのは、勤務医の状況を今のままでいいという方は、一人もいらっし

ゃらないということでした。私たちが暮らすこの石川県は、もともと加賀百万石と

言われるためでしょうか、あまり勤務医が声をあげない、そういう風土の土地のよ

うに感じていました。

しかし、皆さん真剣に「このままではだめだ」とおっしゃる。この医師という

仕事は、なかなか国や厚労省、地方の行政の立場に立つ人には分かりにくいはず

で、現場から声を発信するからには、当然、社会の構造の問題、予算配分の問題、

税の集め方・使い方の問題までをも視野に入れて、発信しなければならない状況に

あると思います。

座談会の中でも申し上げましたが、勤務医が発信する場所として、医師会勤務

医部会、保険医協会、全国医師連盟の 3つがあります。このいずれの場で情報発信

するのか、活動するのかは、大変悩まれる問題かと思います。この座談会を読んで

いただけた石川県の勤務医の先生方におきましては、それぞれが自由に選択されて

しかるべきかと思いますが、この保険医協会も大変よい場所で、政党とのしがらみ

もありませんし、それぞれ自由な立場で発言ができます。ぜひ、この保険医協会に

入っていただき、一緒に活動してください。

保険医協会入会の呼びかけ 保険医協会入会の呼びかけ 
勤務医の先生へ 

石川県保険医協会が8階に移転しました 
　このたび、太陽生命金沢ビルの耐震化工事に伴い、石川県保険医

協会の事務局、会議室共に、７月23日付で、同ビルの６階から８階

に移転しました。 

　今後とも、よろしくお願い申し上げます。 

県内豪雨被害に遭われた方々へ
石川県保険医協会
理事・役職員一同

　７月28日（月）未明から朝にかけて、石川県内に記録的な豪雨が降

り続き、金沢市内を流れる浅野川が各所で氾濫しました。

　幸い、人命にかかわる事故やケガの報告はありませんが、診療所や

ご自宅に被災した会員のみなさま、一般市民のみなさまには、心より

お見舞い申し上げます。
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情報開示資料からみえてくるもの 情報開示資料からみえてくるもの 情報開示資料からみえてくるもの 
石川県における集団的個別指導・個別指導 

平成19年度第 2回石川選定委員会が 3月27日に開かれ、今年度の集団的個別指

導及び個別指導の対象者が選定された。石川県保険医協会では石川社会保険事務

局に情報開示請求を行い、この程個別指導の関連文書（A4判375頁）を入手した。

【表 1】は石川、富山両県における個別指導結果の概要である（富山県のデ

ータは富山県保険医協会による）。石川県での個別指導が医科 1件、歯科 6件

と極端に少ないのは指導医療官の空席と厚労省との共同指導後の監査が 2件

（歯科医師 2人とも保険医取り消し処分）行われたため、石川社会保険事務局

が個別指導に手が回らなかったためであろう。

【表 2】は石川県における集団的個別指導の実施予定一覧である。集団的個

別指導は類別区分ごとに１件あたりの平均点数の高い保険医療機関のうち、平

成 18 年度、19 年度に集団的個別指導又は個別指導を受けたものを除いて上位

8％程度を選定している。今年度は医科 47 件、歯科 41 件が選定対象である。

医科の集団的個別指導は、昨年は県下 4会場で石川県医師会が開いた保険診療

講習会と同日、同会場で共同開催するという新しい試みが行われたが、今年は

9月に 2回（日曜日午前 10 時、平日午後 7時）、石川県地場産業振興センター

で開催するという従来の方法に変更されている。

【表 3】は石川、富山両県における個別指導の選定理由の比較表である。石

川県における個別指導の選定理由をみると、医科では「集団的個別指導後も高

点数」が 22 件と大半を占め、「保険者、患者等の情報提供」が 3 件である。

【表 4】にあるように石川県では「情報提供」による指導対象者が増加傾向に

あり要注意である。歯科は「集団的個別指導後も高点数」が 17 件、「前回の指

導結果が再指導等」が 3件である。一方、富山県の場合、医科では「集団的個

別指導後も高点数」が 17 件、次いで「保険者、患者等の情報提供」が 11 件も

あり、「前回の指導結果が再指導等」が 3件である。歯科では「集団的個別指

導後も高点数」が 12 件、「前回の指導結果が再指導等」が 5件などである。

石川県の新規個別指導はこれまで診療に支障のない平日午後 7時から実施さ

れていたが、今年から平日午後 1時 30 分からに変更された。このような集団

的個別指導の実施方法や新規個別指導の時間帯の見直しは、今年 10 月から石

川社会保険事務局が東海・北陸地方厚生局に移管されるため、管内で指導方法

を統一する動きの現れであると考えられる。

全国 8ヵ所に設けられる地方厚生局は保険医療機関等に対する指導・監査事

務の充実・強化のため、現行の人員 493 人を 1,157 人（＋ 664 人）に増員する。

厚労省は地方厚生局の体制整備に伴い、現在の医療指導監査室を廃止して医療

指導監査課（仮称）を設置する。

指導・監査事務が地方厚生局に移管されたことにより、保険医療機関等に対

する指導・監査等が今後どのように変化していくのか注視する必要がある。

【表1】　個別指導の結果別件数（平成19年度分）

指導結果
医科 歯科

石川県 富山県 石川県 富山県

概ね妥当 0 0 0 0

経過観察 1 27 2 18

再指導 0 3 2 1

要監査 0 0 2 0

計 1 30 6 19

＊石川県の医科3件、歯科6件は結果未定

【表3】　個別指導の選定理由別の実施予定件数（平成20年度分）

個別指導の選定基準
医科 歯科

石川県 富山県 石川県 富山県

保険者、患者等の情報提供 3 11 0 0

前回の指導結果が再指導等 0 3 3 5

集団的個別指導後も高点数 22 17 17 12

新規個別指導 9 15

その他の理由 0 0 0 1

計 34 31 35 18

＊富山県の新規個別指導は富山社会保険事務局内部で未決定

【表4】　最近6年間の個別指導保険医療機関の選定理由（石川県）
＜医科保険医療機関＞

選定理由 平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度 計

前々年度集団的個別指導
連動高点数 22 18 17 25 7 22 111

適時調査による要再指導 1 1

３年前の個別指導の結果、再
指導（昨年度未実施のため） 1 1

支払基金等からの情報提供 3 4 3 10

前年度個別指導の結果、
再指導 1 1 2

前年度新規指導の結果、
再指導 1 1

前年度特定共同指導の再
指導 3 1 4

既指定個別指導の小計 24 20 24 26 11 25 130

新規指定個別指導 36 18 29 18 17 9 127

計 60 38 53 44 28 34 257

＜歯科保険医療機関＞

選定理由 平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度 計

前々年度集団的個別指導
連動高点数 16 17 11 16 18 17 95

支払基金等からの情報提供 1 1 2

前年度個別指導の結果、
再指導 1 6 3 1 2 13

前年度特定共同指導の再
指導 2 1 1 4

既指定個別指導の小計 18 18 19 20 19 20 114

新規指定個別指導 14 10 10 11 22 15 82

計 32 28 29 31 41 35 196

【表2】　石川県における集団的個別指導の選定基準（平成20年度）

類型区分 医療機関数
対象医療
機関数
（８％）

石川県
選定基準値

石川県
（1件当たり
の平均点数）

全国平均
（1件当たり
の平均点数）

一般病院 57 5 39,063 35,512 40,098

老人病院 28 1 42,484 38,622 41,160

病   院 精神病院 12 0 36,666 33,333 

臨床・大学・特定 6 0 55,695 50,632 

計 103 6

内科 (人工透析以外） 327 23 1,380 1,150 1,077

内科 (人工透析が主） 8 1 5,806 4,838 6,678

精神・神経科 18 1 1,583 1,319 1,069

小児科 58 3 1,039 866 832

外科 78 1 1,685 1,404 1,164

診療所
整形外科 56 2 1,494 1,245 1,055

皮膚科 39 3 780 650 545

泌尿器科 5 0 1,244 1,037 1,919

産婦人科 40 1 1,158 965 952

眼科 55 4 791 659 623

耳鼻咽喉科 33 2 922 768 716

計 717 41

合計 820 47

病院 歯科 20 1 1,118 932 887

診療所 歯科 470 38 1,572 1,310 1,268

合計 490 39

◇平均点数は病院は入院分。診療所、歯科、保険薬局は外来分。
◇平均点数とは、前年度４月～９月の６ヶ月間の支払基金と国保連合会の取り扱いレセプト１枚当りの平均点
数である。

◇平均点数の対象レセプトは、病院は社保の本人・家族の入院分のみ、診療所は社保及び国保の本人・家族外
来分のみ、小児科は家族分である。老人病院は老人保健法対象者を利用している。

◇選定基準値とは、石川県の類型区分ごとの平均点数に病院は1.1倍、診療所、歯科、保険薬局は1.2倍の数値
を掛けたもので、基準値以上が集団的個別指導の選定対象となる。

①支払基金等、保険者、被保険者等から診療内容又は診療報酬の請求に関する情報
の提供があり、都道府県個別指導が必要と認められる保険医療機関
②個別指導の結果、「再指導」であった保険医療機関等又は「経過観察」であって、
改善が認められない保険医療機関
③監査の結果、戒告又は注意を受けた保険医療機関
④医療監視の結果、問題があった保険医療機関
⑤検察又は警察からの情報により、必要性が生じた保険医療機関

⑥他の保険医療機関等の個別指導又は監査に関連して、必要性が生じた保険医療機関
⑦会計検査院の実地検査の結果、必要性が生じた保険医療機関
⑧正当な理由がなく集団的個別指導を拒否した保険医療機関
⑨集団的個別指導を受けた保険医療機関等のうち、翌年度の実績においても、なお
１件当たりの平均点数が高い保険医療機関
⑩指定後６ヶ月を経過した保険医療機関等（新規個別指導）
⑪その他指導の必要があると認めた保険医療機関

【資料】個別指導の選定基準
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在宅緩和ケアを 
考える 

伴登　宏行 
（石川県立中央病院・外科） 

私
は
、
外
科
医
に
な
っ
て

二
十
三
年
が
た
ち
ま
し
た
。

「
外
科
の
病
気
は
手
術
で
治

る
も
の
」
と
単
純
に
考
え
、

外
科
の
医
局
に
入
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
消
化
器
外
科

を
専
門
に
し
、
多
く
の
根
治

不
能
の
進
行
が
ん
や
再
発
が

ん
の
患
者
さ
ん
を
診
て
、
後

悔
し
て
も
後
の
祭
り
で
し

た
。医

者
に
な
っ
て
最
初
の
十

年
間
は
、
患
者
さ
ん
に
「
が

ん
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

は
い
け
な
い
時
代
で
し
た
。

大
学
で
の
研
修
一
年
目
に
、

指
導
医
か
ら
「
こ
の
抗
が
ん

剤
を
患
者
さ
ん
に
分
か
ら
な

い
よ
う
に
、
点
滴
の
側
管
か

ら
打
っ
て
こ
い
」、
と
命
令

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
鮮
や

か
な
オ
レ
ン
ジ
色
を
し
た
ア

ド
リ
ア
マ
イ
シ
ン
で
し
た
。

ま
た
、
麻
薬
は
恐
ろ
し
い

と
い
う
概
念
が
強
く
、
直
腸

が
ん
の
局
所
再
発
の
患
者
さ

ん
を
受
け
持
っ
た
時
に
、
指

導
医
に
「
塩
モ
ヒ
は
一
日
三

回
し
か
筋
注
し
て
は
い
け
な

い
。
そ
れ
以
外
に
痛
い
と
言

っ
た
ら
、
ブ
ド
ウ
糖
を
打
つ

よ
う
に
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。今

は
、
隔
世
の
感
が
あ
り

ま
す
。
が
ん
と
い
う
病
名
は

告
知
す
る
、
痛
み
は
麻
薬
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う

の
が
大
原
則
で
す
。
ど
の
よ

う
に
告
知
す
る
か
、
い
か
に

早
く
、
十
分
に
痛
み
を
取
る

か
は
、
ま
だ
ま
だ
学
ば
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
・
・
・
。

今
後
の
大
き
な
課
題
の
ひ

と
つ
は
、『
残
り
少
な
い
人

生
を
い
か
に
過
ご
す
か
』
で

す
。
そ
の
答
え
の
ひ
と
つ
が

在
宅
緩
和
ケ
ア
で
す
。
末
期

が
ん
で
あ
っ
て
も
、
自
宅
で

過
ご
せ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

患
者
さ
ん
、
家
族
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
医
療
者
に
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
在
宅
ケ
ア
を
み

ん
な
に
知
っ
て
も
ら
う
広
報

活
動
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
ス
ム
ー
ズ
に
在
宅
ケ
ア

に
移
行
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作

り
が
急
務
で
す
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
が
し
っ
か
り
構
築
さ
れ

て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す

が
、
石
川
県
で
は
ま
だ
ま
だ

で
す
。
こ
れ
か
ら
大
き
な
力

を
注
い
で
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
大
の
理
由
は
、「
在
宅
ケ

ア
を
受
け
た
い
」
と
私
自
身

が
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

『
自
分
自
身
が
受
け
た
い
在

宅
ケ
ア
』
の
シ
ス
テ
ム
作
り

を
め
ざ
し
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

生活設計をサポート！ 

保険医年金のおすすめ保険医年金のおすすめ保険医年金のおすすめ
2008年度の加入・増口の受付が9月1日から始まります

お問い合わせは、石川県保険医協会まで  Tel： 076-222-5373　Fax：076-231-5156 
 
 ※ 普及期間中には、三井生命、明治安田生命、富国生命の普及担当者がお伺いしますので、ご面談くださいますようお願いします。 
※ ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細については今後送付するパンフレット等をご確認ください。 

この機会にぜひ加入・増口をご検討ください。 
 
■お申込み期間：9月1日から10月25日まで 
■ご 加 入 日：2009年1月1日 
■予 定 利 率：1．256％（2008年4月1日現在の予定利率で、将来変動することがあります） 
■加 入 資 格：新規は満74歳、増口は79歳までの石川県保険医協会の会員で、健康で正常に 
　　　　　　　　就業している方。 
　　　　　　　　※保険医年金の満期は満80歳の誕生日直後の9月1日です。 

 自在性が魅力です！ 
○急な出費にも1口単位で解約できます 
○払込が困難な時には掛金中断も可能です 
○年金受給時には 
　q10年定額、w15年定額、 
　e15年逓増、r20年逓増年金から選択、 
　または一括受取 
○万一の時にはご遺族に全額給付 

   ご　加　入　例 
40歳で月払10口（10万円）加入 
70歳から10年定額で受給した場合 
受給額：月々約  37万円 
　　　　年間約442万円 
 

　保険医年金は、国の公的年金制度が不十分な
ためにつくられた医師・歯科医師を対象とする
積立型の年金制度（拠出型企業年金保険）です。
1968年発足以来40年の実績があり、現在では
加入者約6万人、積立金額1兆1千億円を超え、
わが国有数のスケールに発展しています。 
　この制度では年金制度でもっとも大事な点で
ある加入者の年金給付を守ることを重視し、こ
れまでに年金受給者の年金額をカットしたこと
は一度もありません。 

月　払
１口１万円 （３０口まで）
一時払

１口５０万円 1回につき ４０口まで 
（　　　　） 

会場：石川県立生涯学習センター 会場：石川県立生涯学習センター 

●13:30～ 市民公開講演　 
 「平和な世界をめざして─市民ができること」
 ○堤  未果（著作家・ジャーナリスト） 

11月22日 土 

梅林  宏道 
（NPO法人ピースデポ特別顧問）

鎌仲  ひとみ 
（映像作家）

西本  多美子 
（石川県原爆被災者友の会事務局長）

金森  俊朗 
（いしかわ県民教育文化センター所長）

●15:30～ 特別講演 
 「医師として原爆症認定集団訴訟を支援してきて」
 ○郷地  秀夫（核戦争を防止する兵庫県医師の会　運営委員）

●10:00～ 市民公開シンポジウム
 「核兵器廃絶をめざして─私たちができること」

11月23日 日 

●17:00～ 全体会 
活動交流のため展示コーナーを設けます。 

●参加費 □医師・歯科医師・医学者＝ 5,000 円 
 □医療関係者＝ 2,000 円　□医学生＝ 1,000 円 
 □一般の方＝ 堤未果講演会のみ 500 円 
 　　　　　　　  特別講演・市民公開シンポジウムは無料 

参加申し込み・お問い合わせは、核戦争を防止する石川医師の会
（石川県保険医協会内）まで
参加申し込み・お問い合わせは、核戦争を防止する石川医師の会
（石川県保険医協会内）まで

TEL：076-222-5373　FAX：076-231-5156

◆ 第19回 ◆◆ 第19回 ◆

核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める 
医師・医学者のつどい in 金沢 

●
●
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●
●
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会員デビュー講演 
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第16回 

国
民
が
安
心
し
て
医
療
を 

受
け
ら
れ
る
世
の
中
に 
国
民
が
安
心
し
て
医
療
を 

受
け
ら
れ
る
世
の
中
に 

お
お
も
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
大
森
　
俊
明（
金
沢
市
・
外
科
） 

テーマ 

徒
然
な
る
ま
ま
に
、い
わ
ゆ
る 

　
　„
立
ち
去
り
サ
ボ
“？
の
起
承
転
結 

 

【
起
】

勤
務
医
こ
そ
尊
い
。
勤
務
医

こ
そ
市
民
の
命
綱
。
と
勤
務
医

至
上
主
義
で
こ
の
ま
ま
勤
務
医

を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
し

た
。し

か
し
大
病
院
に
消
化
器
内

科
た
っ
た
四
人
。
フ
ル
稼
働
し

て
分
刻
み
の
仕
事
が
朝
か
ら
夜

中
ま
で
。
小
便
い
け
る
か
、
昼

飯
食
え
る
か
、
の
忙
し
さ
。

一
方
、
連
日
医
局
に
は
、
午

睡
可
能
な
医
者
が
い
る
。
当
方

は
、
遅
い
昼
飯
五
分
で
掻
き
込

み
、
次
の
仕
事
に
向
か
う
生

活
。
し
か
し
、
食
え
る
日
は
ま

だ
い
い
。

救
急
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
持
つ

当
直
。
眠
れ
な
い
。
当
直
明
け

帰
宅
を
勧
奨
さ
れ
、
実
践
す
る

科
も
あ
る
が
、
わ
が
科
は
一
〇

〇
％
無
理
。

た
く
さ
ん
患
者
を
診
る
と
、

給
料
は
同
じ
で
リ
ス
ク
は
倍

増
。
当
然
、
土
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
勤
務
。
重
症
急
変
多
い
た

め
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

リ
ス
ク
か
ら
身
を
守
る
。

病
気
に
な
っ
て
も
、
仕
事
山

積
に
て
休
め
ず
。
学
会
参
加

は
、
居
残
り
組
と
も
ど
も
死
に

物
狂
い
。
難
治
療
成
功
も
喜
び

少
な
く
、
安
堵
す
る
の
み
。
失

敗
し
た
時
の
心
労
大
。

公
立
病
院
な
の
に
、
紹
介
率

上
げ
ろ
だ
の
外
来
減
ら
せ
だ

の
、
せ
ち
が
ら
く
売
り
上
げ
の

こ
と
ま
で
言
わ
れ
る
ご
時
世
。

九
個
の
委
員
会
に
属
し
て
、

何
や
ら
委
員
長
に
な
っ
た
た
め

に
、
患
者
の
処
置
中
に
会
議
招

集
さ
れ
て
ゲ
ン
ナ
リ
。
毎
日
患

者
に
向
き
合
う
仕
事
は
待
っ
た

な
し
。
会
議
出
る
ヒ
マ
な
ん
か

な
い
。

研
修
医
教
育
は
楽
し
い
が
、

義
務
と
な
る
と
絶
対
的
時
間
が

な
く
消
耗
す
る
。
近
ご
ろ
は
、

研
修
医
な
ら
ぬ
ク
リ
ク
ラ
学
生

ま
で
押
し
か
け
る
。
大
学
は
教

育
と
い
う
義
務
を
放
棄
し
て
、

何
の
気
に
な
っ
と
る
ん
じ
ゃ
。

人
員
増
員
を
打
診
す
る
も
、

公
務
員
全
体
が
削
減
の
方
向

で
、
〝
病
院
職
員
も
例
外
じ
ゃ

な
い
〞
と
い
わ
れ
る
。

医
者
が
公
務
員
な
ん
て
お
か

し
い
。
も
っ
と
崇
高
な
次
元
で

仕
事
し
て
い
る
。
こ
ん
な
に
働

い
て
も
年
取
っ
て
管
理
職
に
な

れ
ず
、
働
き
が
鈍
っ
た
ら
給
料

泥
棒
扱
い
さ
れ
る
。

余
裕
な
き
戦
場
の
ご
と
き
職

場
に
は
び
こ
る
、
ぼ
ろ
雑
巾
ポ

イ
捨
て
の
風
潮
。

決
し
て
、
贅
沢
し
た
い
訳
じ

ゃ
な
い
。
勤
務
医
は
自
己
犠
牲

が
僅
か
で
も
、
患
者
の
利
益
に

な
り
、
ほ
ん
の
少
し
自
尊
心
を

く
す
ぐ
ら
れ
れ
ば
十
分
幸
せ
に

生
き
て
い
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
あ
る
程
度
肉

体
的
精
神
的
余
裕
の
あ
る
状
況

下
で
仕
事
を
し
な
い
と
、
消
耗

し
燃
え
尽
き
る
。
か
く
し
て
燃

え
尽
き
た
。

 

【
承
】

と
に
か
く
、
隣
の
芝
生
は
青

い
。
か
く
な
る
上
は
、
転
勤
か

開
業
し
か
な
い
。
知
ら
な
い
世

界
も
覗
い
て
み
た
い
。
よ
っ
し

ゃ
あ
、
開
業
し
か
な
い
。

開
業
医
は
、
夜
中
働
か
な
く

て
い
い
。
モ
ン
ス
タ
ー
患
者
の

対
応
も
少
な
い
だ
ろ
う
。
医
学

的
最
前
線
は
病
院
ま
か
せ
で
、

医
療
リ
ス
ク
も
少
な
い
だ
ろ

う
。雑

用
も
、
自
分
の
た
め
な
ら

な
ん
の
そ
の
。
自
分
の
描
く
理

想
の
医
師
像
を
追
求
で
き
る
の

で
は
。
当
直
な
し
。
定
年
な

し
。
自
分
の
引
き
際
は
、
自
分

で
決
め
ら
れ
る
。
き
っ
と
、
い

や
な
職
員
と
働
か
な
く
て
も
い

い
の
で
は
。

体
が
楽
で
、
趣
味
に
生
き
ら

れ
る
は
ず
だ
。
必
要
に
迫
ら

れ
、
禁
煙
（
卒
煙
）
で
き
る
に

違
い
な
い
。
し
か
し
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
診
療
部
長
転
じ
て
〝
売

り
上
げ
何
ぼ
〞
の
水
商
売
の
世

界
に
入
り
、
不
安
定
に
な
る
な

あ
。
借
金
リ
ス
ク
も
重
く
大
き

い
な
あ
。

 

【
転
】

確
か
に
、
体
は
楽
だ
。
医
療

行
為
は
単
調
。
連
日
、
長
時
間

の
外
来
は
つ
ら
い
。
受
付
や
看

護
師
の
応
対
に
至
る
ま
で
、
す

べ
て
自
分
に
跳
ね
返
る
シ
ビ
ア

な
世
界
。
仕
事
の
半
分
以
上

は
、
人
事
・
労
務
・
会
計
管
理

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
看
護
師

は
〝
同
僚
〞
で
な
く
な
り
、
労

使
関
係
に
。
医
療
の
最
前
線
か

ら
退
い
た
と
い
う
空
虚
感
・
孤

独
感
。
〝
自
分
が
い
な
く
て
も

医
療
は
回
る
〞
軽
い
鬱
状
態
に

な
り
、
仕
事
も
運
動
も
や
る
気

に
乏
し
い
。
結
果
、
ア
ル
コ
ー

ル
摂
取
量
増
え
、
メ
タ
ボ
街
道

ま
っ
し
ぐ
ら
。
何
か
生
き
が
い

を
見
つ
け
な
く
て
は
。
ほ
か
の

開
業
医
の
先
生
方
は
、
何
を
生

き
が
い
に
し
て
毎
日
過
ご
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
？

 

【
結
】

〝
○
○
中
央
病
院
〞
で
な

く
、
〝
自
分
〞
に
診
て
も
ら
い

た
い
人
だ
け
が
今
日
も
来
院
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
に
感
謝
。
病

院
へ
紹
介
し
た
患
者
さ
ん
に
、

主　催 ： 第19回医師・医学者のつどい市民企画実行委員会
問合せ ： 核戦争を防止する石川医師の会
　　　　http://ippnw-ishikawa.jp/ 
　　　　TEL 076-222-5373　FAX 076-231-5156

「平和な世界をめざして─市民ができること」 

 11月22日（土）
 午後1時半～3時半 

 石川県立生涯学習センター（旧県庁） 
 3階 大会議室（TEL 076－223－9571） 

第19回核戦争に反対し、
核兵器の廃絶を求める医師・医学者のつどい
（11月22・23日 於 石川県立生涯学習センター）合同企画 

堤 未果さん 

と　き

講演会 講演会 

ところ

参加費

500円

直
接
医
療
行
為
は
施
さ
ず
と
も

顔
見
に
行
く
だ
け
で
大
変
喜
ば

れ
る
。

純
粋
に
患
者
さ
ん
の
た
め
に

医
療
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る

役
割
の
重
要
さ
と
、
そ
の
新
た

な
喜
び
を
認
識
し
た
。
禁
煙
で

き
た
こ
と
も
嬉
し
い
。

現
在
、
医
療
崩
壊
が
叫
ば

れ
、
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
身
と

し
て
耳
が
痛
い
。
厚
労
省
│
マ

ス
コ
ミ
論
調
は
勤
務
医
に
追
い

風
・
開
業
医
に
逆
風
（
開
業
医

の
収
入
は
勤
務
医
の
何
倍
。
だ

と
か
）
だ
が
、
勤
務
医
Ｖ
Ｓ
開

業
医
の
構
図
に
ま
ん
ま
と
乗
っ

て
は
、
当
局
の
思
う
壺
で
あ

る
。
医
療
亡
国
論
に
よ
り
医
療

費
削
減
し
た
結
果
、
こ
の
よ
う

な
医
療
崩
壊
を
招
い
た
の
だ
か

ら
、
逆
に
全
体
の
医
療
費
を
増

や
し
て
、
勤
務
医
も
余
裕
の
あ

る
勤
務
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
、
国
民
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
世
の
中
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

生命－その重さと尊さ 
生命－その喜びと希望 
生命－その重さと尊さ 
生命－その喜びと希望 

いのち

いのち

第23回保団連医療研究集会 主催：全国保険医団体連合会
主務：宮城県保険医協会

分科会・ポスターセッション 分科会・ポスターセッション 

●開催日時 2008年10月11日（土） 15:00～21:00
  　  12日（日）   9:00～16:00

●会　　場 仙台国際センター 

メインテーマ

⇒⇒⇒詳しくは保険医協会まで　TEL 076（222）5373

勤務医から開業するに至った経緯について講演

講師の大森俊明先生
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○テーマ─ ○テーマ─ 生物とは何か、 
プリオン蛋白の不可思議 
経済学を学ぶ、 
～古典から現代まで～ 

喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 

19その 

 

読書教室 

格差社会、新自由主義、市場原理主義などの言葉が、ちまたにあふれて

いる。

さて、元祖新自由主義者から著名なエコノミストまで、経済をいかに語

っているか学んでみようと思い立った。

経済は難しいと言われるけど、どこまで理解できるか。とにかく読んで

みた。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

①資本主義と自由

経済学の古典と言われる著作で、この度新訳が出た。「経済学書は難し

い」との先入観は見事に裏切られ、読みやすく約 50 年前に出たとは思え

ない内容である。また元祖「新自由主義者」だから、よほど過激な発言かな

と言えば、読み込んでいくと「それもそうだな」と妙に納得させられる。

確かに著者は、徹底的な市場主義論者で、政府がやるべきでない 14 の

政策が列挙されている。（①農作物の買い取り保証～⑧社会保障制度～⑬

郵便、⑭有料道路まで）。

14 の項目すべてが実現したら、世の中、完全な市場原理主義社会とな

っているはずだが、そんな国はどこにもない。

フリードマン自身は、新自由主義者の中でも「異端」と呼ばれていたそ

うだが、後世のレーガン、サッチャー、日本の小泉政権の経済運営に大き

な影響を与えたと言われる。一方、教育バウチャー制度の提案、貧困層に

対しての「負の所得制度」の導入など今日的にもユニークな提案もある。

意外にも教育とか医療に関しては、一定の政府の役割を認めている点は、

評価して良いと思う。もっとも「医師免許制度の廃止」にはドキッとする

が・・・。

とにかく「お上」に頼らず、好きなように生きたいと思っている人に

は、心地よい主張であろう。

②人々はなぜグローバル経済の本質を見誤るのか
③資本主義２.０

②の書は、昨年度の某経済誌が選んだビジネス・経営書部門でトップに

選定された注目の書。

この中で、1995 年という年が大変重要で、この年から「資本」の反革

命が起こったと指摘。すなわちそれまで、国家単位で動いていた経済が、

国境を超えてダイナミックに動き出した年である。国単位では利潤が薄く

なったことにより、IT化とも連動し、利潤を求めて世界規模でお金（資

本）が動き出したのである。これは近世～現代の国民国家の時代から中世

の「帝国の時代」に逆ぶれであり、金融経済の実態経済に対する圧倒的な

優位性が確保され、中産階級の消滅と格差の拡大（二極化）が進んだので

ある。

以上がこの本の要旨であるが、難解な経済用語、図表、数式が多用さ

れ、経済の素人には難しい。しかし苦労しながら全編を読み通すと、著者

の言わんとするグローバリゼーションとはこういうことだったのかが分か

る。

③の著書は宗教学者の島田氏と水野氏の対話という形式で経済と宗教の

関係を論じている。水野氏の前書の解説本のような記述も多い。宗教界で

も 1995 年は、オウム事件があり、オウムも、IT化で急成長し、やがてア

ルカイダの台頭、9．11 につながるとの島田氏の解説もなるほどと思わせ

る。創価学会や真如苑など新宗教の問題、イスラム教とマネーの問題など

にも話がおよび、1995 年以降を「資本主義 2.0」と定義付けている。「資

本主義 2.0」つまり、グローバリゼーション化の経済の深刻な矛盾を、宗

教が解決できないか、たとえば「喜捨の精神」が解決の糸口では、と提言

している。宗教と経済を結びつけた発想はユニークで、解説も分かりやす

く、お薦めの一冊である。

④アメリカ型資本主義を嫌悪するヨーロッパ

著者の福島氏は、今でこそ大学教授であるが、長年野村総合研究所の上

級エコノミストとして、米国、欧州で活躍された方である。

その方が、徹底的に米国を批判し、一方で欧州（EU加盟国）を賞賛す

る。知米派を言われてきた人の言動だけに違和感を覚える。

米国については、世界で突出した軍事費、増え続ける膨大な対外累積債

務と経常赤字、徹底した市場原理主義、経済優先で環境保護の軽視、現実

政治に介入するプロテスタント原理主義の弊害、今なお続く人口増加と切

り捨てる一方、欧州各国は必要最小限の軍備、弱者や高齢者に優しい社会

的市場経済の追求、人権尊重・社会保障の充実、教育の機会均等、脱宗教

化した政治、自然環境保護政策の推進、人口減と高齢化などと対比させて

高く評価している。

欧州がこのような姿勢の背景には、大航海時代よりのアジア、アフリカ

に対する過酷な植民地支配に対する反省、二度の大戦経験そして少子高齢

化と経済の低成長という現実があると言う。

この本は終始、欧州各国の生き方に高い評価を与えているが、巻末の 8

ページは、欧州、米国、日本の客観的な評価で結んでいる。むしろこの評

価が冷静公平で、ここだけ読んでも価値があると思う。

経済学とは、「限りある資源を適正配分して、地球から貧困を撲滅する

研究」との定義があるそうだ。一方、先ごろ亡くなった、元野村證券会長

の田淵節也氏は、1980 年代のバブル勃発のころ、「カネ自体が病んでいる」

と警告したそうだ。現在の社会状況を俯瞰すると、経済学の理想にほど遠

く、ごく一部の人を除き、病んだおカネに振り回され、苦渋の日々を送っ

ていると言えないだろうか。この状況を打開する道は、果たしてあるの

か？残念ながらこの 4冊を読んでも明確な答えは得られなかった。ただ、

日本の今後の生き方を考えるに、いつまでも米国追随で安泰とはいかず、

多くの困難を抱えながらもEUを創った欧州諸国の生き方も、参考になる

のではないだろうか。

①資本主義と自由
●著者：ミルトン・フリードマン、村井章子（訳）
●出版：日経BP社（1962年初版、
　　　　　　　　　2008年４月新訳初版）

②人々はなぜグローバル経済の
本質を見誤るのか

●著者：水野和夫
●出版：日本経済新聞出版社（2007年３月初版）

③資本主義 2.0
●著者：島田裕巳、水野和夫
●出版：講談社（2008 年５月初版）

④アメリカ型資本主義を嫌悪する
　ヨーロッパ
●著者：福島清彦
●出版：亜紀書房（2006 年３月初版）
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清水　淳三先生（北陸病院／金沢市・外科） 

伴登　宏行先生（石川県立中央病院／金沢市・外科） 
 

廣瀬　達城先生（　　　　　 ） 
 

大森　俊明先生（おおもりクリニック／金沢市・内科） 
 

西田　直巳会長（西田小児科医院／金沢市・小児科） 
 

斉藤　典才理事（　　　 ） 原稿まとめ 
司　　会 

座談会出席者（順不同） 

城北病院／ 
金沢市・外科 

金沢医療センター／ 
金沢市・呼吸器科 

～勤務医の何が問題か、どう立て直すべきか～ 

勤
務
医
問
題
の
座
談
会 

開催趣旨  

政
府
も
認
め
る
医
師
不
足 

間
も
な
く
世
界
最
下
位
に 

政
府
も
認
め
る
医
師
不
足 

間
も
な
く
世
界
最
下
位
に 

近年、「医療崩壊」という言葉が頻繁に聞かれます。臨床医に

は、病院勤務医と開業医という2つの異なる就労環境がありま

すが、この医療崩壊はまさに病院勤務医の問題です。

一方、患者が安心して医療を受けることができない状況も、あ

る意味医療崩壊といっていいかもしれません。

病院勤務医をめぐる問題は、多くの事象が複雑に絡み合ってい

ます。日本の絶対的な医師不足、過酷な労働条件（当直を含む連

続勤務）、医療事故に伴う訴訟の危険性、女性医師の増加、在院

日数の短縮、医師が処理すべき書類の増加、など多岐にわたりま

す。

また、近年国が進める医療費抑制政策のために、過度に診療報

酬が削られ病院経営が悪化し、一層勤務医の意欲を削いでいると

思います。

患者側としては、疲弊した病院勤務医から受ける診察・検査・

治療に対しては、不安を抱かざるを得ません。

今まで政府や厚生労働省は、日本の医師不足に関しては、地域

間の偏在や診療科間の偏在と説明してきました。しかし、本年3

月、ようやく政府はわが国の医師不足を認めました。その結果、

各都道府県の医学部入学定員に関して5～ 10人程度の増員を

図ることになりました。また、厚生労働省では、「診療関連死の

原因究明・再発防止等の在り方に関する試案」の作成が急ピッチ

で進められています。

2008年 4月の診療報酬改定では、勤務医の負担軽減策とし

て、診療所の夜間・早朝等加算が新設されました。また「日本医

師連盟」という勤務医の労働環境を考え、行動する団体が今年6

月に発足しています。

今回、金沢で勤務する病院勤務医や診療所の先生方にお集まり

いただき、それぞれの立場でこれらの諸問題をどのようにとらえ

ているのか、今後どのように勤務医は行動したらよいのかを話し

合っていただきました。何か方向性を見出せれば幸いです。

（
八
面
に
つ
づ
く
）

【
司
会
】
そ
れ
で
は
、
自
己
紹

介
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
城
北
病
院
外
科
の
斉

藤
で
す
。
一
九
九
一
年
に
金
沢

大
学
を
卒
業
し
、
城
北
病
院
に

入
り
ま
し
た
。
一
昨
年
、
済
生

会
栗
橋
病
院
本
田
宏
先
生
の
講

演
を
聞
い
て
、
そ
れ
ま
で
は
何

げ
な
し
に
忙
し
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
忙
し
い
の
に
は

わ
け
が
あ
る
。
医
師
が
絶
対
的

に
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
国
は
今
ま
で
医
師

不
足
は
、
地
域
の
偏
在
と
診
療

科
間
の
偏
在
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
に
入
り
政
府
が
初
め

て
絶
対
的
な
医
師
不
足
を
認
め

た
と
い
う
こ
と
で
、
流
れ
は
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

【
西
田
】
私
は
勤
務
医
を
や
め

て
も
う
二
十
年
以
上
た
ち
ま
す

が
、
わ
が
家
に
は
勤
務
医
が
二

人
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
お
話

を
聞
い
て
、
勤
務
医
の
問
題
が

ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
着

き
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を

保
険
医
協
会
な
り
の
考
え
方
で

ま
と
め
て
い
け
た
ら
な
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
を
会
員
の
皆
様
方

に
発
信
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。　

【
大
森
】
私
は
一
九
八
九
年
に

金
沢
大
学
を
卒
業
し
て
、
一
九

九
二
年
か
ら
石
川
県
立
中
央
病

院
の
消
化
器
内
科
に
十
四
年
勤

め
ま
し
た
。
最
初
は
す
ご
く
や

り
が
い
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

だ
ん
だ
ん
疲
れ
て
し
ま
っ
て
、

一
年
半
前
に
勤
務
医
を
や
め
て

県
立
中
央
病
院
の
目
の
前
で
開

業
し
ま
し
た
。
最
近
、
勤
務
医

を
辞
め
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ

の
座
談
会
に
呼
ば
れ
た
の
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
清
水
】
私
は
北
陸
病
院
外
科

の
清
水
と
申
し
ま
す
。
金
沢
大

学
を
卒
業
し
て
今
年
で
二
十
九

年
目
、
今
は
百
二
十
五
床
の
小

さ
な
公
的
病
院
の
副
院
長
で
す

か
ら
、
一
応
勤
務
医
の
中
の
管

理
者
で
す
。
管
理
者
と
い
っ
て

も
、
今
年
話
題
に
な
っ
た
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
の
管
理
者
、
つ
ま
り

「
名
ば
か
り
」
で
す
。
毎
朝
七

時
半
に
は
病
院
に
行
っ
て
、
大

体
夜
九
時
半
か
ら
十
時
ご
ろ
ま

で
病
院
に
い
て
・
・
・
と
い
う

の
が
平
日
の
仕
事
。
土
日
も
ま

た
、
病
院
に
行
っ
て
い
る
。
そ

れ
こ
そ
週
七
十
何
時
間
労
働

が
、
ま
さ
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夜
も
、
あ
る
い
は

休
日
も
自
分
の
勉
強
も
し
て
い

ま
す
し
、
な
か
な
か
休
む
時
間

は
な
い
。
そ
れ
で
い
て
、
若
い

先
生
方
よ
り
給
料
が
安
い
。
約

四
年
副
院
長
を
や
っ
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
不
満
が

募
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
時
期

で
す
か
ね
。

【
伴
登
】
石
川
県
立
中
央
病
院

外
科
の
伴
登
で
す
。
金
沢
大
学

を
出
て
、
清
水
先
生
の
後
輩
で

医
者
に
な
っ
て
二
十
三
年
目
で

す
。
ず
っ
と
富
山
県
に
い
て
、

一
番
長
か
っ
た
の
は
市
立
砺
波

総
合
病
院
で
し
た
。
五
年
前
に

石
川
県
立
中
央
病
院
に
移
っ
て

き
ま
し
た
。
来
た
と
き
は
結
構

症
例
を
増
や
そ
う
と
思
っ
て
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
が
、
つ
ら
か

っ
た
で
す
ね
。
一
年
前
か
ら
十

年
目
以
上
の
医
師
が
二
人
つ
く

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
相
当
楽

に
な
り
ま
し
た
。
勤
務
医
を
楽

に
さ
せ
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
人

を
増
や
す
こ
と
か
な
と
思
い
ま

す
。

【
廣
瀬
】
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー

で
呼
吸
器
内
科
を
し
て
い
ま
す

廣
瀬
で
す
。
今
年
で
医
者
に
な

っ
て
十
四
年
目
で
す
。
僕
は
ず

っ
と
各
地
の
小
さ
い
病
院
を

転
々
と
一
人
で
回
ら
さ
れ
て
き

て
、
能
登
総
合
病
院
と
か
、
芳

珠
記
念
病
院
と
か
、
今
や
っ
と

複
数
体
制
の
と
こ
ろ
に
落
ち
着

き
か
け
て
い
る
状
態
で
、
や
っ

と
少
し
楽
に
な
っ
た
か
な
と
い

う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。
か
な

り
疲
れ
て
き
て
、
開
業
医
志
向

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
こ
ん

な
会
に
呼
ば
れ
て
い
い
の
か
な

と
思
い
つ
つ
来
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
司
会
】
皆
さ
ん
は
、
小
松
秀

樹
先
生
の
書
か
れ
た
『
医
療
崩

壊
』
と
い
う
本
は
ご
存
知
で
す

か
。
慈
恵
医
大
青
戸
病
院
の
泌

伴登　宏行
石川県立中央病院／金沢市・外科
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清水　淳三
北陸病院／金沢市・外科
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〈図1〉2004年度の世界の医師数の比較 

〈図2〉石川県の医師の遍在 

〈図3〉小児科勤務医の超勤労働時間（月間）の実態 

世界の統計2004（総務省統計局） 

⇒小児科学会としては、少なくとも1000人の小児科医の増加が必要としている 

平成17年『石川県の人口動態』より 

OECD加盟30カ国における比較 人口1000人当たり 

30カ国の平均は2.9人 

日本は 
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●石川中央 
　人口：71万人 
　医師：2240人 
　比率：316人／10万  

●南加賀 
　人口：23万8千人 
　医師：370人  
　比率：157人／10万  

●能登北部 
　人口：8万2千人 
　医師：117人  
　比率：142人／10万  

●能登中部 
　人口：14万4千人 
　医師：246人  
　比率：170人／10万  

日本小児科学会調査（回答数  4325人） 
月間の「平日超過勤務時間＋平日の夜間当直＋休日日直」の総計 
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一般的な労働者は、残業時間が月100時間を越え 
たら過労死として労災認定されるケースが多い。 

約40％が 
過労死寸前 

小
児
科
医
の
四
〇
％
が 

過
労
死
寸
前
の
危
機
に 

小
児
科
医
の
四
〇
％
が 

過
労
死
寸
前
の
危
機
に 

（
七
面
の
つ
づ
き
）

（
九
面
に
つ
づ
く
）

尿
器
科
で
、
前
立
腺
が
ん
の
患

者
さ
ん
が
腹
腔
鏡
手
術
で
不
幸

に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
事
件
で

す
。
技
術
が
未
熟
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
・
・
・
。
と
こ
ろ
が

小
松
先
生
が
検
証
し
た
と
こ

ろ
、
輸
血
に
問
題
が
あ
っ
た
ん

で
す
。
五
千
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
く

ら
い
の
出
血
だ
っ
た
の
で
す

が
、
本
当
は
Ｏ
型
が
輸
血
部
に

あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
を
使
っ

て
い
れ
ば
結
果
が
違
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
警
察
が
す
ぐ
に
介
入
し
て

き
て
し
ま
う
。
警
察
で
は
医
療

関
連
死
は
殺
人
課
が
担
当
す

る
。
医
療
を
適
切
に
評
価
す
る

機
関
が
な
い
と
い
う
の
が
問
題

だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

【
伴
登
】
僕
は
そ
の
本
で
一
番

強
く
思
っ
た
こ
と
は
、
コ
ス
ト

と
ク
オ
リ
テ
ィ
と
ア
ク
セ
ス
、

こ
の
三
つ
を
両
立
さ
せ
る
こ
と

は
絶
対
不
可
能
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
三
つ
と
も
要
求
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
疑
問

に
思
い
ま
し
た
。

【
清
水
】
安
全
の
た
め
に
は
当

然
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
ね
。

コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
マ
ン
パ
ワ

ー
も
。
し
か
も
医
療
費
抑
制
と

い
う
ま
っ
た
く
相
反
す
る
こ
と

を
厚
労
省
が
言
っ
て
い
る
。

【
司
会
】
こ
れ
は
医
師
数
の
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
三
十
カ
国
で
の
比
較
な

ん
で
す
け
れ
ど
も
《
図
１
》、

三
十
カ
国
中
二
十
七
位
。
人
口

千
人
単
位
で
日
本
は
二
人
、
三

十
カ
国
中
で
二
十
七
位
。
こ
れ

を
見
る
ま
で
、
日
本
は
医
師
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
韓
国
、

ト
ル
コ
、
メ
キ
シ
コ
三
カ
国
が

日
本
よ
り
も
今
は
少
な
い
で
す

が
、
日
本
福
祉
大
学
の
近
藤
克

則
先
生
の
試
算
で
は
、
日
本
は

医
師
の
増
加
率
が
一
・
二
％

で
、
メ
キ
シ
コ
は
三
・
二
％
、

韓
国
は
五
・
五
％
で
、
い
ず
れ

十
年
前
後
で
抜
か
れ
て
し
ま

い
、
日
本
が
最
下
位
に
な
る
そ

う
で
す
。

【
清
水
】
こ
う
い
う
話
題
が
出

て
私
も
初
め
て
日
本
の
医
師
不

足
を
知
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

そ
れ
以
前
は
医
師
過
剰
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
医

学
部
の
定
員
も
減
ら
さ
れ
て
い

ま
し
た
し
。
や
っ
ぱ
り
国
の
医

療
政
策
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。

【
大
森
】
僕
が
医
者
に
な
っ
た

こ
ろ
も
、
就
職
先
が
あ
る
と
か

な
い
と
か
言
っ
て
い
ま
し
た

ね
。
今
、
外
科
へ
行
っ
て
も
全

部
埋
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
金
沢
市
内

に
限
っ
て
言
え
ば
欧
米
並
み
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。

【
司
会
】
石
川
県
の
現
状
で
す

が
《
図
２
》、
石
川
中
央
が

十
万
対
三
百
十
六
人
。
こ
れ
は

も
う
多
い
で
す
。
た
だ
、
問
題

な
の
は
、
ほ
か
の
二
次
医
療
圏

で
、
特
に
能
登
北
部
な
ん
か
は

人
口
十
万
対
百
四
十
二
人
で

す
。
こ
の
前
、
石
川
テ
レ
ビ
で

「
医
療
危
機
」
と
い
う
番
組
が

あ
っ
た
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

公
立
穴
水
総
合
病
院
の
話
で
す

が
、
新
年
の
病
院
の
あ
い
さ
つ

で
職
員
の
前
に
穴
水
町
長
が
来

て
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
〇
七

年
は
四
億
ず
つ
の
赤
字
だ
っ

た
。
あ
な
た
方
は
そ
れ
を
毎
日

二
百
万
ず
つ
（
病
院
の
横
に
川

が
流
れ
て
い
る
の
で
す
が
）、

そ
の
川
に
捨
て
て
い
る
よ
う
な

も
の
だ
と
町
長
は
言
う
ん
で
す

よ
。
今
年
も
こ
の
ま
ま
だ
と
三

分
の
一
に
リ
ス
ト
ラ
し
な
き
ゃ

い
け
ま
せ
ん
と
か
、
あ
ま
り
に

も
横
暴
な
発
言
か
な
と
思
っ
て

聞
い
て
い
ま
し
た
。

【
廣
瀬
】
僕
は
、
当
た
り
前
の

状
況
か
と
。
七
尾
市
で
仕
事
し

て
い
た
と
き
も
、
待
遇
が
悪
い

と
い
う
か
、
仕
事
も
忙
し
い
で

す
が
、
患
者
さ
ん
の
要
求
と
僕

ら
の
求
め
る
も
の
が
合
わ
な

い
。
だ
か
ら
結
局
辞
め
て
い

く
。
僕
は
能
登
総
合
病
院
で
し

た
が
、
今
は
も
う
崩
壊
し
て
い

ま
す
が
。
今
の
状
態
だ
と
し
か

る
べ
き
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

廣瀬　達城
金沢医療センター／金沢市・呼吸器科

【
大
森
】
そ
れ
を
見
て
思
う
の

は
、
石
川
中
央
は
割
と
医
者
が

多
い
の
で
暇
な
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
も
、
僕
が
県
立
中
央

病
院
に
勤
め
て
い
た
こ
ろ
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
毎
日
毎
日
、

輪
島
、
珠
洲
か
ら
救
急
車
や

ら
、
外
来
へ
い
っ
ぱ
い
来
る
ん

で
す
。
結
局
、
金
沢
市
が
受
け

皿
に
な
っ
て
い
る
か
ら
忙
し
い

と
い
う
の
も
あ
っ
た
の
か
な
と

思
い
ま
す
ね
。

【
廣
瀬
】
石
川
中
央
だ
け
見
て

も
、
ア
メ
リ
カ
の
水
準
と
比
べ

る
と
、
全
然
少
な
い
で
す
よ

ね
。
で
す
か
ら
、
決
し
て
足
り

て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
僕
ら

も
、
実
際
、
余
裕
が
あ
っ
て
仕

事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

ま
っ
た
く
な
い
で
す
か
ら
。

【
大
森
】
と
い
う
か
、
こ
こ
十

年
ほ
ど
で
や
っ
ぱ
り
変
わ
っ
た

ん
で
す
よ
ね
、
仕
事
の
内
容

が
。
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
も
時

間
が
倍
か
か
る
ん
で
、
だ
か
ら

足
り
な
く
な
っ
た
ん
で
す
。

【
伴
登
】
今
増
や
し
て
も
効
果

が
出
る
の
は
十
年
後
と
い
う
こ

と
で
す
。
と
り
あ
え
ず
医
者
で

な
く
て
も
い
い
仕
事
が
多
過
ぎ

る
ん
で
、
こ
れ
を
肩
代
わ
り
し

て
く
れ
る
人
を
ど
ん
ど
ん
増
や

し
て
欲
し
い
で
す
よ
ね
。

【
廣
瀬
】
今
、
こ
の
状
態
で
や

っ
て
い
て
も
、
十
年
、
二
十
年

は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す

ね
。
基
本
的
に
国
が
医
療
費
は

抑
制
し
ま
し
ょ
う
と
い
っ
て
毎

年
削
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
医

者
を
増
や
せ
る
わ
け
が
な
い
。

今
の
状
態
で
医
者
を
増
や
し
て

も
、
予
算
的
な
問
題
も
あ
る
わ

け
で
す
し
、
社
会
自
体
が
そ
う

い
う
ふ
う
な
動
き
に
な
ら
な
い

限
り
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

【
司
会
】
こ
れ
は
、
小
児
科
学
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会
で
一
昨
年
報
告
さ
れ
た
も
の

で
す
《
図
３
》。
小
児
科
の

四
千
人
の
勤
務
医
の
労
働
時

間
、
一
カ
月
の
時
間
外
、
平
日

の
超
勤
と
平
日
の
夜
間
当
直
と

休
日
の
日
直
が
デ
ー
タ
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
般
的
な
労
働
者

は
残
業
時
間
が
月
百
時
間
を
超

え
る
と
過
労
死
と
し
て
認
定
さ

れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の

ラ
イ
ン
が
こ
こ
に
入
る
ん
で

す
。
だ
か
ら
四
〇
％
の
人
が
、

も
う
過
労
死
寸
前
と
い
う
こ
と

で
す
。

【
西
田
】
私
の
と
こ
ろ
に
は
、

私
の
ほ
か
に
も
二
人
の
小
児
科

医
が
お
り
ま
す
。
二
人
と
も
勤

務
医
で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ

と
聞
い
て
み
た
ん
で
す
。
は
っ

き
り
言
っ
て
超
勤
の
方
が
本
俸

よ
り
高
い
ん
で
す
。
四
対
五
ぐ

ら
い
で
、
五
ぐ
ら
い
が
時
間
外

と
い
う
か
・
・
・
。
金
沢
に
い

る
の
は
女
性
医
師
で
す
が
、
大

体
一
週
間
の
労
働
時
間
が
九
十

時
間
に
な
り
ま
す
。
朝
七
時
半

ぐ
ら
い
に
出
て
、
帰
り
は
、
も

う
午
後
十
一
時
。
午
後
十
時
前

に
帰
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
重
症
患
者
が
入
る
と

夜
中
で
も
帰
っ
て
来
ま
せ
ん
。

聞
く
と
、
給
料
は
安
く
て
も
い

い
か
ら
、
労
働
時
間
を
短
く
し

て
欲
し
い
と
言
い
ま
す
。
当
直

を
少
な
く
し
て
欲
し
い
と
い
う

当
直
明
け
も
続
く
勤
務 

三
十
時
間
連
続
の
診
療 

当
直
明
け
も
続
く
勤
務 

三
十
時
間
連
続
の
診
療 

有
罪
に
し
て
は
い
け
な
い 

福
島
県
の
大
野
病
院
事
件 

有
罪
に
し
て
は
い
け
な
い 

福
島
県
の
大
野
病
院
事
件 

勤務医問題は勤務医が立ち上がらなければ・・・と決意を固める出席者

（
八
面
の
つ
づ
き
）

（
十
面
に
つ
づ
く
）

こ
と
の
方
が
切
実
な
要
求
で

す
。

【
大
森
】
僕
も
県
立
中
央
病
院

に
い
る
こ
ろ
は
、
八
年
目
か
ら

医
長
な
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る

と
管
理
職
で
手
当
が
ち
ょ
こ
っ

と
あ
る
ん
で
、
時
間
外
な
ん
て

出
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
全

部
サ
ー
ビ
ス
。
土
日
も
み
ん

な
、
も
ち
ろ
ん
・
・
・
。

【
司
会
】
次
に
当
直
の
問
題
で

す
が
、
大
体
七
五
％
が
当
直
明

け
も
普
通
に
勤
務
し
て
い
る
、

つ
ま
り
三
十
数
時
間
の
連
続
勤

務
で
す
ね
。
私
ど
も
の
城
北
病

院
は
、
四
、五
年
前
か
ら
当
直

明
け
は
休
み
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。
以
来
、
す
ご
い
心
の
余
裕

が
で
き
ま
し
た
。

【
伴
登
】
そ
れ
で
も
、
な
か
な

か
仕
事
を
組
む
の
は
大
変
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

【
司
会
】
で
す
か
ら
二
年
間
だ

け
で
し
た
が
、
木
曜
日
の
外
科

の
外
来
を
無
く
し
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
地
域
の
患
者
さ
ん
か

ら
、
か
な
り
ク
レ
ー
ム
が
来
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
し

て
ま
で
も
労
働
者
の
勤
務
条
件

を
守
る
と
、
管
理
部
は
や
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

【
廣
瀬
】
う
ち
も
名
目
上
、
当

直
明
け
は
休
み
で
す
け
れ
ど

も
、
帰
れ
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く

早
く
帰
ろ
う
と
は
し
て
い
る
の

で
す
が
。

【
清
水
】
私
は
当
直
だ
け
は
な

い
で
す
け
れ
ど
も
、
若
い
先
生

方
は
二
十
四
時
間
勤
務
の
後
、

ま
だ
十
何
時
間
や
っ
て
い
ま
す

ね
。

【
大
森
】
病
院
に
よ
っ
て
内
容

が
違
う
の
で
、
当
直
が
で
き
る

病
院
と
、
本
当
に
救
急
で
フ
ル

に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病

院
と
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
救
急

西田　直巳
西田小児科医院／金沢市・小児科

大森　俊明
おおもりクリニック／金沢市・内科

で
フ
ル
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
だ
と
、
次
の
日
の

勤
務
の
こ
と
を
考
え
る
と
体
が

守
り
に
入
っ
て
し
ま
っ
て
、
い

い
医
療
が
で
き
な
い
で
す
よ

ね
。
こ
ん
な
患
者
の
た
め
に
起

こ
さ
れ
た
・
・
・
、
み
た
い

な
、
そ
ん
な
不
満
も
出
て
き
た

り
す
る
し
ね
。

【
司
会
】
労
働
に
関
し
て
は
、

こ
れ
は
大
い
に
改
善
し
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。
そ

の
た
め
に
は
人
手
を
増
や
す
、

あ
る
い
は
伴
登
先
生
が
言
わ
れ

た
よ
う
に
他
職
種
で
で
き
る
と

こ
ろ
は
他
職
種
で
と
い
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
。

　

今
度
は
訴
訟
に
つ
い
て
で
す

が
、
こ
れ
も
重
要
な
問
題
で
す

ね
。
福
島
県
の
大
野
病
院
の
事

件
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
逮
捕

さ
れ
て
病
院
か
ら
手
錠
を
か
け

ら
れ
て
出
て
い
く
姿
を
テ
レ
ビ

で
見
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
こ

れ
に
関
し
て
廣
瀬
先
生
、
ご
意

見
あ
り
ま
す
か
。

【
廣
瀬
】
い
や
も
う
、
こ
の
裁

判
に
負
け
た
ら
辞
め
ま
す
。

【
伴
登
】
こ
れ
が
有
罪
に
な
る

と
手
術
は
怖
く
て
で
き
な
い
で

す
よ
ね
。

【
清
水
】
こ
う
い
う
よ
う
な
難

し
い
症
例
、
僕
は
科
が
違
う
け

れ
ど
も
よ
く
手
を
出
し
て
い
ま

す
ね
。
そ
う
い
う
症
例
を
特
に

紹
介
さ
れ
が
ち
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
や
っ
ぱ
り
何
と
か
し
て

頑
張
っ
て
治
し
て
あ
げ
た
い
と

手
術
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
予
期
せ
ぬ
合
併
症
で
逮
捕

さ
れ
る
な
ら
ば
、
や
っ
ぱ
り
頑

張
れ
な
く
な
り
ま
す
ね
。

【
伴
登
】
ち
な
み
に
逮
捕
さ
れ

る
の
っ
て
日
本
だ
け
で
し
ょ

う
。
違
い
ま
し
た
っ
け
。

【
司
会
】
日
本
だ
け
じ
ゃ
な
い

で
す
か
ね
、
警
察
に
逮
捕
さ
れ

る
と
い
う
の
は
。
や
っ
ぱ
り
故

意
に
よ
る
殺
人
、
具
体
例
で
い

う
と
イ
ギ
リ
ス
だ
っ
た
か
ド
ク

タ
ー
が
何
人
か
を
薬
剤
で
殺
し

て
し
ま
っ
た
と
か
、
そ
う
い
う

故
意
な
殺
人
と
、
医
療
を
や
っ

て
い
て
偶
発
症
と
い
う
か
、
そ

れ
は
本
当
に
区
別
さ
れ
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

四
月
に
、
厚
労
省
の
方
で
医
療

安
全
調
査
委
員
会
の
第
三
次
試

案
と
い
う
の
が
出
た
の
を
ご
存

じ
で
す
か
。
診
療
関
連
死
の
問

題
で
お
か
し
い
の
は
、
医
師
法

二
一
条
の
解
釈
で
す
よ
ね
。
昔

の
医
師
法
二
一
条
の
異
常
死
と

い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
薬
物
で

の
他
殺
と
か
、
本
当
の
殺
人
絡

み
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
異
常

死
、
以
前
は
そ
う
だ
っ
た
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
法
医
学

会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
て
か

ら
、
解
釈
が
変
わ
り
ま
し
て
、

病
院
内
で
診
療
に
関
連
し
て
起

こ
っ
た
死
亡
を
含
め
て
二
十
四

時
間
以
内
に
警
察
へ
届
け
出
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
伴
登
】
何
で
臨
床
を
知
ら
な

い
法
医
学
が
、
そ
ん
な
こ
と
を

言
う
ん
か
な
。

【
司
会
】
そ
こ
が
今
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
厚
労
省
が
動
き

出
し
て
、
警
察
で
は
な
い
別
の

機
関
を
設
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
で
も
問
題
が
あ
っ
て
、
捜

査
機
関
へ
の
通
知
は
重
大
な
過

失
、
故
意
、
診
療
録
の
改
ざ
ん

な
ど
悪
質
な
事
例
の
場
合
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
ま
で
が

重
大
な
過
失
か
が
不
明
で
す
よ

ね
。
そ
れ
か
ら
、
そ
う
い
う
第

三
者
機
関
の
設
置
場
所
が
厚
労

省
な
の
か
、
内
閣
府
な
の
か
。

厚
労
省
に
お
い
た
ら
、
厚
労
省

の
力
を
高
め
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
。
こ
の
問
題
は
、

勤
務
医
に
と
っ
て
非
常
に
大
き

な
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
廣
瀬
】
設
置
場
所
は
、
厚
労

省
の
管
轄
じ
ゃ
な
く
て
独
立
し

た
機
関
で
な
い
と
い
け
な
い
で

す
よ
ね
。
ま
た
、
こ
の
第
三
者

機
関
で
は
有
識
者
が
入
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
ど
う
い
う
人
が
入
る
か
が

分
か
ら
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
臨
床

が
分
か
る
よ
う
な
人
が
本
当
に

入
っ
て
く
れ
る
の
か
。
法
律
家

と
か
も
入
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ

れ
か
ら
あ
と
、
家
族
側
と
い
う

の
が
分
か
ら
な
く
て
。
家
族
側

の
代
表
者
と
言
わ
れ
る
、
そ
の

代
表
者
が
だ
れ
か
と
い
う
こ

と
。
第
三
者
で
あ
れ
、
ち
ゃ
ん

と
そ
う
い
う
医
療
事
故
を
取
り

扱
う
ん
で
あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く

違
う
機
関
で
し
っ
か
り
と
見
て
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い
た
だ
け
る
ん
な
ら
い
い
で
す

け
れ
ど
も
、
結
局
こ
れ
だ
と
犯

罪
者
探
し
と
か
犯
人
探
し
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
し
か
な
い
。

【
伴
登
】
海
難
事
故
だ
と
、
船

長
の
経
験
者
だ
け
が
集
ま
っ
て

協
議
す
る
と
か
言
う
で
し
ょ

う
。
航
空
機
事
故
な
ん
か
も
そ

う
で
す
よ
ね
。
本
当
の
専
門
家

だ
け
で
し
ょ
う
。
な
の
に
医
療

事
故
だ
け
何
で
そ
ん
な
・
・
・
。

法
律
家
な
ん
て
医
療
に
つ
い
て

全
然
知
ら
な
い
の
に
、
必
要
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
西
田
】
そ
れ
と
は
ま
た
別
に
、

警
察
が
独
自
に
動
く
と
い
う
で

し
ょ
う
。
も
っ
と
言
う
と
、
家

族
か
ら
警
察
の
ほ
う
に
訴
え
て

き
た
場
合
に
は
、
警
察
は
動
か

ざ
る
を
得
な
い
。
警
察
か
ら
検

察
に
行
っ
た
時
点
で
、
来
年
か

ら
は
検
察
審
査
会
法
が
変
わ
り

ま
す
か
ら
、
不
起
訴
に
な
っ
て

も
起
訴
し
ろ
と
被
害
者
が
言
っ

た
場
合
に
は
、
起
訴
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
も
っ
と

重
大
な
問
題
が
起
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

書
類
作
成
、会
議
も
多
く 

医
師
の
仕
事
が
雑
多
に 

書
類
作
成
、会
議
も
多
く 

医
師
の
仕
事
が
雑
多
に 

（
九
面
の
つ
づ
き
）

【
司
会
】
そ
れ
か
ら
、
わ
れ
わ

れ
勤
務
医
の
労
働
が
本
当
に
大

変
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
つ

は
患
者
さ
ん
の
在
院
日
数
が
ど

ん
ど
ん
短
縮
し
て
き
て
い
て
、

僕
が
ド
ク
タ
ー
に
な
っ
た

一
九
九
一
年
は
五
十
日
。
厚
労

省
の
デ
ー
タ
で
五
十
日
だ
っ
た

の
が
、
今
は
二
十
日
を
切
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
僕
ら
が
研

修
医
の
こ
ろ
は
ゆ
っ
く
り
患
者

さ
ん
に
話
を
聞
い
て
回
っ
て
、司会と座談会記事をまとめた斉藤典才理事

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
い
て
患
者
さ

ん
か
ら
教
え
て
も
ら
う
よ
う
な

研
修
医
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ

う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
、
今

は
な
か
な
か
そ
ん
な
時
代
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か

ら
、
会
議
が
多
い
で
す
よ
ね
。

書
類
が
多
く
な
っ
て
、
大
森
先

生
が
言
う
よ
う
に
、
研
修
指
導

が
大
変
で
す
よ
ね
。

【
大
森
】
患
者
さ
ん
側
の
要
求

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
か
ら
、
今
は
や
り
の
病
院

ラ
ン
キ
ン
グ
、
大
腸
が
ん
が
腹

腔
鏡
で
や
る
の
は
こ
こ
が
一
位

と
か
二
位
と
か
い
う
こ
と
を
。

内
科
の
方
で
も
消
化
器
が
肝
臓

科
と
胃
腸
科
に
分
か
れ
た
り
、

ど
ん
ど
ん
そ
ん
な
ふ
う
に
な
っ

て
い
く
と
、
な
お
さ
ら
人
を
増

や
さ
な
い
と
い
け
な
い
で
す
よ

ね
。
そ
れ
で
、
全
部
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
診
療
を
し
な
い
と
患
者

に
怒
ら
れ
る
わ
け
で
し
ょ
う
。

【
廣
瀬
】
賃
金
が
安
い
と
い
う

の
は
、
当
然
、
み
ん
な
医
者
の

給
料
が
安
い
と
言
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
て
、
仕
事
に
見
合

っ
た
も
の
が
な
い
と
言
っ
て
い

る
だ
け
で
、
七
時
間
ち
ゃ
ん
と

し
っ
か
り
労
働
時
間
が
短
く

て
、
僕
ら
み
た
い
に
三
百
六
十

五
日
じ
ゃ
な
く
て
、
ち
ゃ
ん
と

オ
ン
オ
フ
が
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
だ
れ
も
文
句
は
言
わ
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す

ね
。

【
伴
登
】
少
な
く
と
も
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
よ
り
は
少
な
い
で
し
ょ

う
。

【
司
会
】
結
局
、
医
師
不
足
に

関
し
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
と
し

て
は
医
学
部
の
入
学
定
員
を
も

っ
と
増
や
す
べ
き
だ
と
。
伴
登

先
生
は
ち
ょ
っ
と
違
う
か
な
。

【
伴
登
】
い
や
、
増
や
せ
ば
い

い
と
思
う
。

【
西
田
】
じ
ゃ
、
増
や
す
た
め

の
財
源
ど
う
す
る
の
か
と
、
結

局
、
そ
う
言
う
ん
で
す
よ
ね
。

公
共
事
業
、軍
事
費
削
減
し 

医
師
を
増
や
す
財
源
確
保
を 

公
共
事
業
、軍
事
費
削
減
し 

医
師
を
増
や
す
財
源
確
保
を 

患
者
の
命
を
守
る
た
め
に
も 

勤
務
医
の
声
を
上
げ
る
と
き 

患
者
の
命
を
守
る
た
め
に
も 

勤
務
医
の
声
を
上
げ
る
と
き 

ね
。

【
伴
登
】
こ
の
間
、
ロ
シ
ア
へ

行
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
帰
り
の
飛
行
機
で
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
人
と
お
話
し
し
た
の

で
す
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
す

ご
い
ね
。
税
金
半
分
ぐ
ら
い
取

ら
れ
る
ん
で
す
が
、
大
変
で
し

ょ
う
と
い
っ
た
ら
、
大
変
だ
け

れ
ど
も
若
い
う
ち
は
た
と
え
ば

病
気
に
な
っ
て
も
ち
ゃ
ん
と
診

て
も
ら
え
る
し
、
年
い
っ
た
ら

ち
ゃ
ん
と
年
金
も
ら
え
る
ん
で

仕
方
な
い
と
。
仕
方
な
い
と
い

う
か
、
納
得
さ
れ
て
い
ま
し
た

よ
ね
。

【
大
森
】
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が

い
い
で
す
よ
ね
。

【
司
会
】
た
だ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
国
民
性
と
い
う
か
、
気
質
と

い
う
か
、
本
と
か
読
ん
で
い
る

と
や
っ
ぱ
り
ア
メ
リ
カ
と
違
う

の
は
、
平
均
的
で
い
い
と
い
う

か
、
あ
る
い
は
平
等
・
・
・
。

フ
ラ
ン
ス
な
ん
か
そ
う
な
の
か

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

日
本
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ア

メ
リ
カ
に
近
く
て
、
よ
り
上

へ
、
よ
り
い
い
生
活
へ
と
思
う

よ
う
で
す
。
や
っ
ぱ
り
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
は
ち
ょ
っ
と
性
格
が
違
う

の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
で
き
て

い
る
こ
と
が
、
日
本
で
そ
の
ま

ま
で
き
る
か
と
い
う
と
、
疑
問

も
あ
り
ま
す
ね
。

【
伴
登
】
ア
メ
リ
カ
人
は
お
金

が
好
き
と
い
う
か
、
お
金
も
う

け
を
一
生
懸
命
や
る
と
い
う
の

は
、
小
松
先
生
の
も
う
一
冊
の

本
『
医
療
の
限
界
』
に
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の

教
え
で
す
が
、
一
生
懸
命
働
い

た
人
間
だ
け
が
救
わ
れ
る
と
い

う
の
が
あ
っ
て
、
一
生
懸
命
働

い
た
あ
か
し
と
し
て
、
お
金
を

持
っ
て
い
な
い
と
だ
め
ら
し
い

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ

人
で
お
金
が
な
い
人
は
、
現
世

で
も
み
じ
め
だ
し
、
来
世
で
も

み
じ
め
な
ん
だ
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
小
松
先
生
も
書
い
て
い

ま
し
た
よ
。

【
司
会
】
財
源
の
問
題
で
す
が
、

声
高
に
言
わ
れ
て
い
る
の
は
消

費
税
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
一
部
に
は
一
八
％
な
ど

と
い
う
数
字
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
無
駄
な
公
共

事
業
を
辞
め
さ
せ
る
と
い
う
意

見
が
多
い
で
す
ね
。
そ
れ
か

ら
、
軍
事
費
を
減
ら
す
、
大
企

業
の
法
人
税
を
増
や
す
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
関
し
て

は
皆
さ
ん
の
ご
意
見
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

【
西
田
】
公
共
事
業
は
、
大
分

減
ら
し
た
ん
で
す
よ
ね
。

【
大
森
】
道
路
特
定
財
源
で
し

た
っ
け
。
あ
れ
も
一
般
財
源
化

が
。
あ
あ
い
う
の
は
い
い
と
思

い
ま
す
よ
ね
。

【
司
会
】
そ
う
で
す
ね
。
結
局
、

目
的
も
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い

の
に
、
と
り
あ
え
ず
予
算
だ
け

先
に
組
ん
で
お
く
み
た
い
な
話

で
す
ね
。

【
大
森
】
だ
か
ら
、
自
民
党
の

道
路
族
議
員
な
ど
、
あ
あ
い
う

存
在
を
見
て
い
る
と
、
や
っ
ぱ

り
一
回
、
民
主
党
政
権
に
な
ら

な
あ
か
ん
な
と
思
っ
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
ね
。

【
司
会
】
消
費
税
は
、
北
欧
な

ん
か
は
相
当
高
い
み
た
い
で
す

【
司
会
】
最
後
に
、
勤
務
医
は

今
後
ど
の
よ
う
に
動
く
べ
き
か

ご
意
見
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
医
師
会
の
勤
務
医
部
会

に
期
待
す
る
か
？
保
険
医
協
会

に
期
待
す
る
か
？
全
国
医
師
連

盟
に
期
待
す
る
か
、
全
国
医
師

連
盟
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。

【
廣
瀬
】
周
り
に
入
っ
た
と
い

う
人
い
ま
せ
ん
よ
。

【
伴
登
】
医
局
で
話
し
し
た
こ

と
が
な
い
で
す
ね
。
こ
れ
も
小

松
先
生
の
本
に
書
い
て
あ
り
ま

し
た
が
、
勤
務
医
も
結
構
、
医

師
会
に
入
っ
て
い
る
ん
で
す
よ

ね
。

【
司
会
】
そ
う
で
す
。
石
川
県

医
師
会
の
場
合
は
、
開
業
医
と

勤
務
医
と
一
対
二
ぐ
ら
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

【
伴
登
】
た
だ
、
医
師
会
の
代

議
員
で
す
か
。
代
議
員
は
も
の

す
ご
く
少
な
い
。

【
清
水
】
勤
務
医
も
三
つ
の
ど

れ
か
の
会
に
参
加
し
て
運
動
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
結
局
、
そ
こ
だ

け
で
終
わ
っ
て
は
、
ど
う
し
よ

う
も
な
い
ん
で
す
ね
。
や
っ
ぱ

り
も
っ
と
大
き
な
会
、
国
会
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に

通
じ
な
い
と
話
は
進
ま
な
い
と

思
う
ん
で
す
。
自
分
は
県
医
師

会
の
勤
務
医
部
会
に
は
一
応
入

っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ

で
も
最
近
、
少
し
い
ろ
ん
な
運

動
は
さ
れ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
ね
。
で
も
、
そ
こ
で
終
わ

っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と

思
う
の
で
、
医
師
会
関
連
の
国

会
議
員
を
つ
く
っ
て
い
か
な
く

て
は
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。

【
廣
瀬
】
結
局
、
世
論
と
か
が

し
っ
か
り
そ
う
い
う
ふ
う
な
流

れ
に
な
ら
な
い
と
だ
め
な
ん

で
、
正
直
、
本
当
に
申
し
わ
け

な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
最
近
怒

り
を
通
り
越
し
て
、
崩
壊
し
て

し
ま
わ
な
い
と
多
分
み
ん
な
分

か
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で

す
。
実
は
。

【
司
会
】
国
民
に
分
か
っ
て
も

ら
う
の
に
、
も
う
医
療
を
提
供

し
な
い
よ
、
で
き
な
い
よ
と
い

う
。

【
廣
瀬
】
も
う
、
そ
う
い
う
状

態
に
な
ら
な
い
と
分
か
ら
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気
が

す
る
ん
で
す
。

【
西
田
】
そ
れ
は
結
構
当
た
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。

【
司
会
】
ふ
だ
ん
勤
務
医
が
声

を
上
げ
る
と
い
う
か
、
そ
う
い

う
議
論
を
し
合
う
こ
と
も
い
い

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
場

が
、
こ
の
石
川
で
も
必
要
か
な

と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
清
水
】
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い

で
す
ね
。
で
も
、
僕
の
場
合
は

病
院
か
ら
入
っ
て
い
る
（
医
師

会
勤
務
医
部
会
へ
）
だ
け
で

す
。
自
分
か
ら
率
先
し
て
医
師

会
に
入
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
で
す
が
・
・
・
。
今
後
は
勤

務
医
の
問
題
に
無
関
心
で
は
い

ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
伴
登
先
生
は
い
か
が

で
す
か
。

【
伴
登
】
現
実
的
に
は
全
国
医

師
連
盟
が
直
接
勤
務
医
の
担
当

で
す
の
で
・
・
・
。

【
大
森
】
医
者
っ
て
、
や
っ
ぱ

り
崇
高
な
存
在
で
、
す
ご
い
仕

事
を
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
患
者
さ
ん
の
命
に
か

か
わ
る
仕
事
を
・
・
・
。
だ
か

ら
、
労
働
運
動
と
か
と
無
縁

で
、
も
っ
と
次
元
の
違
う
と
こ

ろ
で
働
い
て
い
た
。
み
ず
か
ら

自
己
犠
牲
を
し
て
や
っ
て
い
た

の
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
う
ま
く

い
か
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
き

て
、
そ
れ
こ
そ
モ
ン
ス
タ
ー
ペ

イ
シ
ェ
ン
ト
が
文
句
言
っ

て
、
一
生
懸
命
や
っ
て
も
文
句

言
わ
れ
て
逮
捕
さ
れ
た
り
す
る

と
、
勤
務
の
状
況
も
ひ
ど
く
な

っ
て
く
る
と
、
や
っ
ぱ
り
そ
う

な
っ
て
き
た
の
は
自
然
か
な
と

思
い
ま
す
ね
。
全
国
医
師
連
盟

の
話
も
。

【
伴
登
】
こ
の
日
本
で
は
、
私

た
ち
当
事
者
で
あ
る
勤
務
医
が

言
わ
な
い
と
絶
対
に
分
か
っ
て

も
ら
え
ま
せ
ん
。
日
本
の
医
療

を
守
る
た
め
に
も
、
も
う
言
わ

な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
。

【
司
会
】
清
水
先
生
や
伴
登
先

生
を
筆
頭
に
、
石
川
の
勤
務
医

も
声
を
上
げ
る
よ
う
に
な
れ
ば

い
い
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
清
水
】
が
ん
ば
り
た
い
で
す

ね
。
本
当
に
！

【
廣
瀬
】
な
の
で
、
本
当
の
勤

務
医
が
活
動
す
る
場
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

【
司
会
】
じ
ゃ
、
今
日
は
皆
さ

ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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ー
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付
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寄 寄 稿 稿 
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
存
在
を
知

っ
た
の
は
、
二
十
五
年
位
前
で

あ
っ
た
と
思
う
。
勤
務
先
の
体

育
教
授
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク

タ
ー
の
資
格
を
取
っ
て
、
県
体

育
協
会
の
活
動
に
協
力
し
て
欲

し
い
、
と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。
も
と
も
と
ス
ポ
ー
ツ

が
大
好
き
で
、
医
学
と
ス
ポ
ー

ツ
が
ド
ッ
キ
ン
グ
し
た
そ
ん
な

素
敵
な
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
る
な

ら
、
ぜ
ひ
や
り
た
い
と
二
つ
返

事
で
引
き
受
け
た
。

お
り
し
も
石
川
県
は
一
九
九

一
年
の
石
川
国
体
を
控
え
、
天

皇
杯
、
皇
后
杯
の
獲
得
を
目
指

し
、
選
手
強
化
真
っ
只
中
で
あ

っ
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
一
九
八

六
年
、
資
格
を
取
る
や
い
な

や
、
僕
は
強
化
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
直
ち
に
活
動
を
開

始
し
た
。
そ
こ
で
、
現
場
の
指

導
者
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
医
学

講
義
を
開
始
し
た
。
講
義
の
趣

旨
は
、
経
験
一
辺
倒
の
指
導
で

は
無
く
、
医
・
科
学
的
根
拠
に

の
っ
と
っ
た
指
導
法
を
採
用
し

な
さ
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
主
題
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
機
に
、
わ
が
国
に
導

入
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
医
学
が
ま

ず
初
め
に
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
が
、
地
方
の
ス
ポ
ー

ツ
界
に
と
っ
て
は
、「
一
体
、

何
の
こ
と
や
ら
」
と
、
そ
の
存

在
感
は
極
め
て
薄
弱
で
あ
っ

た
。そ

ん
な
わ
け
で
、
初
め
て
の

講
演
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

と
な
っ
た
。
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
る
の
は
、
こ
の
場
所
で

僕
は
ま
っ
た
く
歓
迎
さ
れ
て
い

な
い
、
と
い
う
実
感
だ
っ
た
。

「
科
学
な
ん
か
に
何
が
分
か
る
、

青
二
才
の
出
る
幕
で
は
な
い
」、

そ
ん
な
雰
囲
気
が
色
濃
く
漂
っ

て
い
た
。
講
義
後
の
質
問
も
な

く
、
冷
や
や
か
な
空
気
の
中
で

受
講
者
た
ち
は
ゾ
ロ
ゾ
ロ
と
退

室
し
て
い
っ
た
。
理
解
し
が
た

い
新
し
い
も
の
に
、
人
は
し
ば

し
ば
冷
や
や
か
な
視
線
を
投
げ

か
け
る
。
退
室
す
る
人
た
ち
の

後
姿
に
そ
れ
を
感
じ
な
が
ら
、

こ
れ
は
大
変
な
世
界
に
足
を
踏

み
入
れ
て
し
ま
っ
た
と
直
感
し

た
。
疲
労
が
ま
る
で
津
波
の
よ

う
に
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。

だ
が
、
幸
い
に
も
時
代
は
、

科
学
万
能
に
向
け
て
走
り
出
し

て
い
た
。
科
学
の
お
墨
付
き
の

無
い
も
の
は
、「
い
か
が
わ
し

い
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
、
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ

ん
な
時
代
の
流
れ
に
乗
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
医
学
も
そ
の
輝
き
を

増
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
今
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
・
外
傷
の

予
防
と
治
療
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ス

キ
ル
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
栄
養
、
メ
ン
タ
ル
タ
フ

ネ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
に

い
た
る
ま
で
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
を
広
げ
た
。
ま
さ
に
、
ス
ポ

ー
ツ
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
な
っ
た
。
昔
を
思

え
ば
、
そ
れ
は
隔
世
の
感
で
あ

る
。う

れ
し
い
は
ず
だ
が
、
近
ご

ろ
、
何
か
お
か
し
い
と
気
に
か

か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ど

う
も
振
り
子
が
大
き
く
科
学
側

に
振
れ
た
ま
ま
で
、
止
ま
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
す
べ

て
が
画
一
化
し
、
例
外
を
認
め

な
い
か
た
く
な
さ
を
感
じ
る
。

そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
指
導
者
た
ち
が
苦
労
し
て

作
り
上
げ
た
指
導
法
の
中
に
、

科
学
で
は
説
明
で
き
な
い
驚
く

べ
き
成
果
を
見
る
こ
と
が
、

多
々
あ
っ
た
か
ら
だ
。
考
え
て

む
し
ろ
科
学
は
、
そ
の
謎
の
部

分
を
解
明
す
る
た
め
に
、
そ
の

力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
、
と
思

い
始
め
た
。

科
学
と
自
然
の
間
を
行
き
か

う
振
り
子
は
、
ど
ち
ら
側
に
も

偏
っ
て
は
な
ら
な
い
。
二
つ
の

間
を
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
行
き

来
し
、
互
い
の
利
点
を
運
び
合

い
、
吸
収
し
合
っ
て
よ
り
良
く

生
か
す
。
そ
ん
な
、
人
間
的
で

あ
り
な
が
ら
科
学
に
裏
打
ち
さ

れ
た
指
導
法
、
そ
れ
こ
そ
が
、

こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
が

求
め
て
止
ま
な
い
も
の
で
あ
る

と
思
う
。

事
務
局
休
務
の
ご
案
内
 

　
八
月
十
四
日（
木
）〜
八
月
十
五
日
（
金
）は
、
盆
休
の
た
め
 

事
務
局
を
休
務
致
し
ま
す
。 

　
ご
了
承
下
さ
い
。 

Part Ⅱ
 

マ
ル
ト
歯
科
医
院（
輪
島
市
門
前
町
） 

　
　
　
　
　
星
　
野
　
美
恵
子 

短 

歌 

地
震
に
遇
ひ
て 

な         

ゐ 

あ 

み
れ
ば
、
医
学
が
進
歩
し
て

も
、
解
明
不
能
な
人
体
の
神
秘

は
、
未
だ
数
限
り
な
く
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
科
学
で
説
明
で
き

な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
誤
り
で

あ
る
、
な
ど
と
ん
で
も
な
い
。

世界に広がる憲法九条─被爆証言を通して 

記

第7回憲法講演会の開催案内 

世界に広がる憲法九条─被爆証言を通して 世界に広がる憲法九条─被爆証言を通して 
石川県原爆被災者友の会事務局長　西本多美子さん 

　西本さんは4歳のとき広島で被爆。自らの体験だけでなく、
多くの被爆証言を受け継ぎながら、県内に留まらず国内外
で講演、被爆証言を行うなど、被爆の実相を伝える活動を精
力的に続けている方です。 
　核兵器の廃絶と原爆被災者への国家補償を求めて国に
働きかける一方、県内被爆者の原爆症認定申請の支援にも
取り組まれています。 

　被爆者の願いは原爆症認定集団訴訟に勝利することだけ
ではなく、世界のどこにも再び被爆者をつくらないことです。
平和な世界をつくる“道しるべ”となる憲法九条について被
爆者の立場から熱く語っていただきます。 
　西本さんは11月23日、生涯学習センターで開く市民公
開シンポジウム「核兵器廃絶をめざして─私たちができる
こと」の報告者の一人です。ぜひご参加ください。 

          九条の会・石川医療者の会 
（事務局）電話076－222－5373 
〒９２０－０９０２　金沢市尾張町2丁目8番23号 
太陽生命金沢ビル8階　石川県保険医協会内 ※駐車場は同ビル正面にあります。出入りは裏手通用口です。 

　参加希望者は右記までご連絡ください。 

2008年8月28日（木）午後7時半～9時 日時 

保険医協会事務所（太陽生命金沢ビル8階）　 場所 

主催

ふ
ぞ
ろ
ひ
の
茶
碗
で
和
む
震
災
の
片
付
け
に
来
し
嫁ゆ

き
し
娘
ら

職
退ひ

き
し
夫
の
使
ひ
し
歯
科
器
械
捨
て
難
く
蔵し
ま

ふ
地な

震ゐ

去
り
し
あ
と

活
断
層
の
上
と
知
り
つ
つ
修
復
の
道
を
選
び
ぬ
父
祖
建
て
し
家

八
十
年
前
の
礎
石
に
父
祖
を
偲
び
修
復
始
ま
る
現
場
に
佇
た
た
ず

む

日
暮
る
る
を
知
ら
ず
遊
び
し
友
の
家
も
地な

震ゐ

に
壊
れ
て
更
地
と
な
り
ぬ

こ
の
町
を
離
れ
難
し
と
被
災
者
の
新
築
・
修
復
捗は
か
どる
晩
秋

棟
梁
の
勧す
す

め
も
あ
り
て
神
棚
を
居
間
に
遷う
つ

し
て
新
春
を
待
つ

被
災
地
の
媼
お
う
な

の
採
り
し
岩
海
苔
を
焙あ
ぶ

れ
ば
仄ほ
の

か
春
の
香
り
す

雛
か
ざ
る
ゆ
と
り
も
持
て
ず
片
付
け
も
遅
々
と
進
ま
ず
は
や
一
周
年

修
復
の
成
り
し
狭さ

庭に
わ

に
先
代
の
愛め

で
し
霧
島
燃
ゆ
る
が
に
咲
く
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
） 

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

３２

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の
0

「
少
し
変
よ
、

  

ど
う
し
た
の
か
な
?
」

「
山
口
さ
ん
ち
の
つ
と
む
君
」

と
い
う
歌
を
作
詞
作
曲
し
た
、

み
な
み
ら
ん
ぼ
う
と
私
が
似
て

い
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
原
因

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
歌

の
中
に
出
て
く
る
「
少
し
変

よ
、
ど
う
し
た
の
か
な
」
と
い

う
言
葉
を
タ
イ
ト
ル
に
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
に
表
さ
れ
る
、

（
患
者
さ
ん
が
）
い
つ
も
と
何

か
違
う
、
ち
ょ
っ
と
変
と
い

う
、
家
人
や
訪
問
看
護
師
の
観

察
が
大
事
と
い
う
話
で
す
。
こ

の
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
読
ん

で
い
た
だ
く
と
、
臨
場
感
が
出

て
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

看
護
師
か
ら
、
岩
下
さ
ん
（
仮

名
）
が
少
し
変
だ
と
の
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
進
行
し
た
状
態
で
、
ほ
ぼ

寝
た
き
り
で
、
バ
ル
ー
ン
カ
テ

ー
テ
ル
も
留
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
頚
髄
症
で
歩
行
器
歩
行
が

や
っ
と
で
、
軽
い
認
知
症
が
あ

る
夫
と
の
二
人
暮
ら
し
で
す
。

何
と
か
経
口
摂
取
が
で
き
て

い
る
の
で
す
が
、
こ
こ
二
日
間

ほ
ど
、
食
欲
が
少
し
落
ち
て
元

気
が
な
く
、
か
つ
血
圧
が
高
い

と
い
う
連
絡
で
し
た
。
以
前
に

も
訪
問
看
護
師
か
ら
血
圧
が
高

い
の
で
す
が
・
・
・
と
、
連
絡

が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

時
は
、「
ど
こ
か
痛
い
の
で
は

な
い
か
、
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ

ル
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
便
秘
な
の
で
は
な
い

か
」
と
問
い
直
し
た
結
果
、
バ

ル
ー
ン
カ
テ
が
閉
塞
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
開
通
さ
せ
た

ら
す
っ
と
血
圧
が
下
が
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
も
そ
の
手
で
、「
発
熱

は
な
い
か
、
便
秘
は
ど
う
か
、

尿
は
出
て
い
る
の
か
、
内
服
は

き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
る
の
か
」、

な
ど
を
矢
継
ぎ
早
に
問
う
も
、

今
回
は
ど
れ
も
な
い
と
い
う
返

事
で
し
た
。
そ
れ
で
は
と
臨
時

に
往
診
に
出
か
け
て
い
き
診
察

す
る
と
、
確
か
に
い
つ
も
の
元

気
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う

と
き
は
家
人
の
印
象
も
と
て
も

大
事
な
の
で
、
夫
に
聞
く
と
、

や
は
り
い
つ
も
よ
り
弱
っ
て
い

る
と
の
答
え
で
し
た
。

一
般
診
察
に
加
え
、Ｓ
Ｐ
Ｏ
２

も
み
る
が
異
常
が
あ
り
ま
せ

ん
。
一
般
診
察
か
ら
得
ら
れ
る

情
報
は
こ
う
い
う
場
合
、
比
較

的
少
な
く
、
そ
れ
で
異
常
が
な

い
か
ら
と
い
っ
て
安
心
で
き
ま

せ
ん
。
入
り
口
の
所
は
、
い
つ

も
み
て
い
る
人
（
訪
問
看
護
師

か
家
人
）
の
印
象
の
方
が
確
か

な
こ
と
が
多
い
印
象
を
持
っ
て

い
ま
す
。
別
の
機
会
に
医
師
が

家
人
か
ら
の
往
診
依
頼
で
診
察

し
て
「
経
過
を
観
ま
し
ょ
う
」

と
判
断
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後

す
ぐ
に
病
状
が
重
篤
化
し
た
例

を
報
告
し
ま
す
が
、
そ
の
経
験

か
ら
も
そ
う
い
う
印
象
を
強
く

し
て
い
ま
す
。
そ
の
印
象
を
大

事
に
し
て
、
診
察
上
、
ま
っ
た

く
異
常
が
無
く
て
も
、
何
か
あ

る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
、
血
算
・
電
解

質
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・
Ｃ
Ｒ

Ｐ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、「
ク

リ
急
」
と
い
う
名
前
で
セ
ッ
ト

検
査
に
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
血
清
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
百
十

五
と
低
値
と
出
ま
し
た
。
し
か

し
、
慌
て
ず
に
、
本
当
に
そ
れ

と
症
状
が
一
対
一
に
対
応
す
る

の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
と

自
問
自
答
し
ま
す
。

異
常
デ
ー
タ
が
あ
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
す
ぐ
そ
れ
で
説
明

で
き
る
と
は
思
わ
な
い
こ
と
が

必
要
で
す
。
梅
干
し
に
シ
ソ
の

粉
（
ゆ
か
り
）
を
か
け
て
味
塩

を
振
り
食
べ
て
も
ら
お
う
な
ど

と
冗
談
を
言
い
な
が
ら
、
低
ナ

ト
リ
ウ
ム
血
症
の
鑑
別
を
考

え
、
岩
下
さ
ん
の
点
滴
の
指
示

を
考
え
ま
す
。

あ
す
か
ら 

元
気
に
な
る
。 

石
川
県
言
語
聴
覚
士
会
主
催

「
言
語
聴
覚
の
日
」
記
念
事
業

講
演
会 

展
示
会 

あ
す
か
ら 

元
気
に
な
る
。 

日
時
／
平
成
２０
年
８
月
３０
日
（
土
）午
後
１
時
４５
分
〜
４
時

会
場
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル 

9月1日は言語聴覚の日 
市民公開講座 

老人にも明日がある 
　 ─熱い思いここにあり─ 

斉藤正身 先生

石
川
県
言
語
聴
覚
士
会
主
催

「
言
語
聴
覚
の
日
」
記
念
事
業

言
語
聴
覚
障
害
に
関
す
る 

パ
ネ
ル
展
示
会 

●
嚥
下
食 

●
口
腔
ケ
ア
グ
ッ
ズ 

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器 

他 

主催 石川県言語聴覚士会 
　　http://st-ishikawa.sakura.ne.jp
後援／石川県・（社福）石川県社会福祉協議会・（社）石川県医師会・（社）石川県歯科医師会・石川

県保険医協会・（社）石川県看護協会・（社）石川県理学療法士会・（社）石川県作業療法士会・
石川県介護支援専門員協会・石川県老人保健施設協議会＜一部申請中＞ 

　斉藤先生は、保健、医療、福祉の連携を根幹に据え、常に先駆的、開
拓的な視点をもって「老人の明日」を創る事業に当たってこられました。 
そして、情熱を持ってリハビリテーションとコミュニティケアを実践し
てこられました。講演を通じて、これからの高齢社会をともに考える
場を提供したいと思います。 

医療法人真正会理事長、社会福祉法人真寿会理事長、霞ヶ関南病院院長、全国
老人デイ・ケア連絡協議会会長、日本リハビリテーション病院・施設協会常任
理事、全国回復期リハビリテーション病棟連絡協議会理事 

講  

師

演
　
題

講
演
会 

入場無料 

同時
開催

外
国
勢
力
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
分
裂
し
て
い
た
イ
タ

リ
ア
が
統
一
へ
と
向
か
う
変

革
期
に
、
シ
チ
リ
ア
島
の
一

貴
族
が
た
ど
る
運
命
を
描
い

た
一
大
叙
事
詩
。
ア
メ
リ
カ

映
画
で
、
ぎ
ら
ぎ
ら
し
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
ば
か
り
に
扮
し

て
い
た
印
象
の
あ
る
バ
ー

ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
が
、
凋

落
し
て
い
く
貴
族
を
見
事
に

演
じ
て
い
た
。
彼
が
、
こ
れ

ほ
ど
の
演
技
派
だ
っ
た
と

は
！
と
、
再
認
識
し
た
、
味

わ
い
深
い
作
品
で
あ
る
。

物
語
は
、
十
九
世
紀
後
半

の
シ
チ
リ
ア
。
山
猫
の
紋
章

を
持
つ
名
門
貴
族
の
サ
リ
ー

ナ
公
爵
（
バ
ー
ト
・
ラ
ン
カ

ス
タ
ー
）
は
、
時
代
の
流
れ

を
感
じ
て
い
た
。
自
分
の
娘

が
好
意
を
抱
い
て
い
る
甥
の

タ
ン
ク
レ
デ
ィ
（
ア
ラ
ン
・

ド
ロ
ン
）
は
、
イ
タ
リ
ア
統

一
に
動
い
て
い
る
ガ
リ
バ
ル

デ
ィ
率
い
る
赤
シ
ャ
ツ
隊
に

身
を
投
じ
よ
う
と
し
て
い

た
。
裕
福
な
平
民
中
心
の
世

の
中
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
な
が
ら
も
、
泰
然
と
甥
を

公
爵
は
送
り
出
す
の
だ
っ

た
。シ

チ
リ
ア
平
定
中
に
タ
ン

ク
レ
デ
ィ
は
負
傷
す
る
が
、

け
が
が
癒
え
て
、
彼
は
世
紀

の
国
軍
将
校
と
し
て
サ
リ
ー

ナ
の
も
と
に
戻
っ
て
き
た
。

そ
し
て
パ
レ
ル
モ
の
公
爵
家

で
催
さ
れ
た
晩
餐
会
で
、
大

金
持
ち
の
平
民
カ
ロ
ジ
ェ
ロ

の
美
し
い
娘
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ

（
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
カ
ル
デ

ィ
ナ
ー
レ
）
と
出
会
い
、
た

ち
ま
ち
恋
に
落
ち
る
。

国
民
投
票
の
結
果
、
統
一

イ
タ
リ
ア
王
国
が
成
立
し
、

サ
リ
ー
ナ
に
は
シ
チ
リ
ア
代

表
の
上
院
議
員
と
し
て
ト
リ

ノ
に
来
る
よ
う
に
と
使
い
が

来
た
が
、
公
爵
は
そ
の
役
を

カ
ロ
ジ
ェ
ロ
に
譲
る
。
そ
し

て
、
自
家
の
生
き
残
り
を
図

る
た
め
に
も
、
新
興
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
と
の
結
び
つ
き
の

必
要
性
を
感
じ
、
タ
ン
ク
レ

デ
ィ
と
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
の
結

婚
を
認
め
た
。

そ
し
て
二
人
の
婚
約
が
発

表
さ
れ
、
デ
ィ
エ
ゴ
ホ
テ
レ

オ
ー
ネ
公
爵
の
屋
敷
で
開
か

れ
た
大
舞
踏
会
で
、
ア
ン
ジ

ェ
リ
カ
は
社
交
界
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
た
。

そ
の
贅
を
尽
く
し
た
舞
踏

会
で
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
は
サ

リ
ー
ナ
公
爵
に
ダ
ン
ス
を
申

し
込
む
。
貴
族
階
級
の
、
そ

し
て
自
分
の
最
後
の
輝
き
を

集
ま
っ
た
人
々
の
前
で
華
麗

に
、
こ
れ
か
ら
の
人
で
あ
る

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
と
堂
々
と
踊

っ
て
見
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

宴
が
終
わ
り
、
公
爵
は
自
ら

の
衰
え
を
自
覚
し
て
、
自
分

の
邸
宅
に
静
か
に
歩
い
て
戻

る
の
で
あ
っ
た
。

自
ら
が
貴
族
階
級
の
出
身

で
あ
る
ル
キ
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ

ン
テ
ィ
監
督
が
、
ア
メ
リ
カ

資
本
の
も
と
に
貴
族
階
級
の

落
日
を
格
調
高
く
描
い
た
大

作
で
あ
る
。
ニ
ー
ノ
・
ロ
ー

タ
の
叙
情
的
な
テ
ー
マ
曲
に

乗
り
、
シ
シ
リ
ー
の
雄
大
で

素
朴
な
自
然
や
街
の
姿
が
美

し
く
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

若
き
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
や

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
カ
ル
デ
ィ

ナ
ー
レ
の
、
華
や
か
さ
を
圧

倒
す
る
バ
ー
ト
・
ラ
ン
カ
ス

タ
ー
の
重
厚
な
演
技
に
は
驚

か
さ
れ
る
。

そ
の
後
も
彼
は
、
ヴ
ィ
ス

コ
ン
テ
ィ
の
「
家
族
の
肖

像
」
に
出
演
し
た
。
小
林
正

樹
監
督
の
「
切
腹
」
と
競
っ

た
こ
の
映
画
は
、
カ
ン
ヌ
映

画
祭
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得

し
た
。

おすすめの1本 おすすめの1本 その 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

４１ 

【
監
督
】ル
キ
ー
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ 

【
主
演
】バ
ー
ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー 

 

ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン 

 

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・ 

 
         

カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
レ 

一
九
六
三
年（
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
） 

山
　
猫 
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韓
国
か
ら
み
た
平
和 
韓
国
か
ら
み
た
平
和 

原
　
和
人（
金
沢
市
・
外
科
） 

三
月
の
終
わ
り
に
、
全
日
本

民
医
連
の
平
和
学
校
の
校
長
と

し
て
、
八
回
目
の
韓
国
を
訪
れ

た
。
最
近
、
日
本
の
平
和
を
考

え
る
時
、「
被
害
者
か
ら
の
平

和
」
と
い
う
立
場
に
加
え
て
、

「
加
害
者
と
し
て
の
平
和
」
と

い
う
視
点
が
必
要
だ
と
痛
感
し

て
い
る
。
広
島
・
長
崎
、
沖

縄
、
東
京
大
空
襲
の
記
憶
は
、

被
害
者
と
し
て
の
悲
惨
な
戦
争

体
験
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
戦
争
を

繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
立
場
も
大
切
で
あ
る
が
、
一

方
で
、
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
に

よ
り
、
二
千
万
を
超
え
る
ア
ジ

ア
の
人
々
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

こ
の
日
本
に
よ
る
加
害
の
歴
史

を
共
有
し
な
い
限
り
、
ア
ジ
ア

の
人
々
と
一
緒
に
平
和
を
語
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

今
回
の
平
和
ツ
ア
ー
は
、
全

国
の
民
医
連
で
働
く
若
者
た
ち

が
、
六
十
人
あ
ま
り
参
加
し

た
。
三
十
八
度
線
に
あ
る
統
一

展
望
台
か
ら
、
イ
ム
ジ
ン
ガ
ン

の
北
側
に
広
が
る
北
朝
鮮
を
眺

め
、
従
軍
慰
安
婦
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
あ
る
ナ
ヌ
ム
の
家
を

訪
れ
、
朝
鮮
の
抵
抗
運
動
の
弾

圧
の
拠
点
で
あ
っ
た
西
大
門
刑

務
所
跡
を
訪
問
し
た
。
最
後

に
、
朝
鮮
戦
争
の
出
来
事
が
記

録
さ
れ
て
い
る
戦
争
記
念
館
も

訪
れ
た
。

最
近
、
日
本
と
韓
国
の
交
流

が
盛
ん
に
な
り
、
韓
国
を
旅
行

す
る
日
本
人
も
多
い
。
し
か

し
、
残
念
な
こ
と
に
歴
史
を
共

有
す
る
地
を
訪
問
す
る
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
だ
。

西
大
門
刑
務
所
跡
で
、
日
本
の

高
校
生
の
集
団
に
出
会
っ
た
。

彼
ら
は
毎
年
、
韓
国
の
高
校
生

と
サ
ッ
カ
ー
の
交
流
を
行
っ
て

お
り
、
毎
回
、
こ
の
地
を
見
学

し
て
い
る
と
い
う
。

ソ
ウ
ル
の
竜
山
洞
に
あ
る
戦

争
記
念
館
は
、
日
本
人
観
光
客

だ
け
で
は
な
く
、
ソ
ウ
ル
の
人

た
ち
に
も
不
評
な
施
設
の
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
戦
争
記
念
館

は
、
朝
鮮
戦
争
の
記
録
、
そ
し

て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
記
録
が
数

多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、

「
平
和
を
守
る
た
め
に
は
準
備

し
ろ
」、
平
和
を
守
る
た
め
に

は
戦
力
が
必
要
な
の
だ
と
い
う

こ
と
を
訴
え
る
た
め
に
作
ら
れ

た
と
い
う
。
朝
鮮
戦
争
は
、
私

が
生
ま
れ
た
直
後
の
戦
争
で
あ

り
、
あ
ま
り
勉
強
し
た
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
朝
鮮
戦
争
の
悲

惨
な
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
そ
の
す
べ
て
が

展
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。「

平
和
は
ど
の
よ
う
に
し
て

実
現
で
き
る
の
か
」
と
い
う
質

問
に
対
し
て
、
案
内
し
て
い
た

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
小
松

市
に
も
、
つ
い
最
近
ま
で
藁
葺

き
の
家
が
一
軒
残
っ
て
い
て

（
も
ち
ろ
ん
そ
こ
で
生
活
し
て

い
た
人
が
い
ま
し
た
）、
何
と

か
残
し
て
お
い
て
欲
し
い
と
思

っ
て
い
た
の
に
、
つ
い
に
先

年
、
道
路
拡
張
に
伴
っ
て
取
り

壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
山
手
に

あ
っ
た
も
の
も
ダ
ム
建
設
に
伴

っ
て
取
り
壊
さ
れ
る
の
を
移
築

し
た
も
の
も
あ
る
し
、
白
峰
や

加
賀
市
に
も
そ
ん
な
例
も
あ
る

が
、
あ
く
ま
で
も
移
築
し
た
も

の
で
、
そ
の
構
造
な
ど
を
見
る

こ
と
は
で
き
て
も
、
原
風
景
と

は
ほ
ど
遠
い
。

休
み
の
一
日
を
使
っ
て
、
滋

賀
県
マ
キ
ノ
町
の
在
原
の
郷
へ

と
車
を
走
ら
せ
て
み
た
。
幸
い

天
気
も
よ
い
。
敦
賀
で
高
速
を

降
り
、
国
道
八
号
線
を
疋
田
で

一
六
一
号
線
に
入
る
。
滋
賀
県

に
入
っ
て
間
も
な
く
在
原
道
へ

と
右
折
す
る
。
狭
く
て
乗
用
車

も
交
差
が
難
し
い
路
を
辿
る
こ

と
約
三
十
分
（
こ
の
数
字
は
少

し
違
っ
て
い
る
か
も
）、
茅
葺

き
屋
根
が
望
見
で
き
る
辺
り

に
、
在
原
業
平
の
墓
が
あ
る
と

の
表
示
が
あ
り
、
右
手
の
林
の

方
の
道
へ
と
車
を
乗
り
入
れ

る
。
木
々
に
囲
ま
れ
て
五
輪
の

塔
が
あ
り
、
い
ま
だ
に
美
男
の

代
表
と
さ
れ
る
方
の
墓
に
詣
で

る
。「
千
早
振
る
神
代
も
き
か

ず
龍
田
川
・
・
・
」
の
歌
も
口

ず
さ
ん
で
み
る
。

し
か
し
、
阿
保
親
王
の
第
五

子
で
歌
に
優
れ
、
伊
勢
物
語
の

主
人
公
と
も
な
り
、
古
今
和
歌

集
の
編
集
者
で
も
あ
る
業
平

が
、
こ
ん
な
所
に
隠
棲
し
た
と

だ
い
た
中
央
高
校
の
チ
ェ
先
生

は
、「
朝
鮮
戦
争
で
起
こ
っ
た

す
べ
て
の
悲
惨
な
事
実
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
で
の
す
べ
て
の
事
実

が
こ
の
記
念
館
に
展
示
さ
れ
る

時
が
、
平
和
が
実
現
す
る
時
か

も
し
れ
な
い
」
と
語
ら
れ
た
の

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

韓
国
で
の
平
和
運
動
は
、
日

本
の
運
動
と
少
し
異
な
る
点
が

あ
る
。
南
北
朝
鮮
が
統
一
さ
れ

な
い
と
戦
争
の
危
機
が
絶
え
る

こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

平
和
運
動
の
最
大
の
関
心
事
は

朝
鮮
統
一
運
動
で
あ
る
。
ま

た
、
平
和
運
動
は
、
停
戦
協
定

が
実
効
支
配
さ
れ
て
い
る
韓
国

に
と
っ
て
、
反
米
運
動
と
リ
ン

ク
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
核
兵
器

廃
絶
の
運
動
も
、「
広
島
・
長

崎
の
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
、
日

本
の
侵
略
戦
争
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
、
肯
定
的
に
評

価
し
て
い
る
韓
国
の
民
主
団
体

も
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
日

本
の
平
和
運
動
と
の
交
流
に
よ

っ
て
、
韓
国
の
平
和
運
動
も
少

し
ず
つ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
そ
う

だ
。
共
通
の
歴
史
認
識
を
持
ち

な
が
ら
、
日
本
と
韓
国
で
、
ア

ジ
ア
の
、
ひ
い
て
は
世
界
の
平

和
の
た
め
に
、
共
同
し
た
平
和

運
動
が
前
進
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

は
と
て
も
思
え
な
い
が
、
モ
ー

ゼ
の
墓
や
、
義
経
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
説
よ
り
は
、
少
し
は
可
能
性

が
な
い
と
も
言
え
な
い
・
・
・

と
、
少
し
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
気

分
に
浸
る
の
も
悪
く
は
な
い
。

元
の
道
に
戻
っ
て
、
間
も
な

く
在
所
に
着
く
。
一
部
瓦
に
な

っ
て
い
る
家
も
あ
る
が
、
茅
葺

き
屋
根
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
あ

る
。
中
に
は
壊
れ
て
し
ま
っ

て
、
人
が
住
め
な
く
な
っ
て
い

る
の
も
二
〜
三
あ
る
が
、
大
部

分
は
こ
こ
で
生
活
を
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
日
本
の

原
風
景
と
い
っ
た
感
じ
で
、
思

わ
ず
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
こ

と
に
な
る
。
五
箇
山
の
、
大
家

族
が
住
む
よ
う
な
家
と
は
、
ま

た
違
っ
た
趣
で
あ
る
。

昼
食
に
、
こ
こ
に
一
軒
だ
け

あ
る
ソ
バ
屋
で
〝
業
平
そ
ば
〞

な
る
も
の
を
い
た
だ
い
て
み

る
。
腰
が
し
っ
か
り
し
て
、

中
々
美
味
で
あ
る
。
お
腹
も
満

た
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
出
発
、
メ

イ
ン
道
路
を
一
六
一
号
線
に
向

か
っ
て
下
っ
て
行
く
と
、
街
路

樹
百
景
に
選
ば
れ
た
と
い
う
メ

タ
セ
コ
イ
ヤ
の
並
木
道
に
達
す

る
。
冬
の
ソ
ナ
タ
は
見
た
こ
と

が
な
い
が
、
さ
ぞ
や
と
思
わ
せ

る
、
中
々
い
い
感
じ
の
並
木
道

で
あ
る
。
数
百
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
っ
て
続
い
て
い
る
。
車
や
自

転
車
で
走
る
に
は
快
適
な
道
で

あ
る
。

一
六
一
号
線
に
出
て
ま
だ
少

し
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
湖
北

を
回
っ
て
、
新
し
く
収
蔵
庫
が

完
成
し
た
渡
岸
寺
の
国
宝
十
一

面
観
音
を
拝
み
に
行
く
。
こ
の

観
音
の
美
術
的
に
も
素
晴
ら
し

い
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

何
年
振
り
か
で
暴
悪
大
笑
面
に

お
目
に
掛
か
れ
る
わ
け
だ
が
、

照
明
の
具
合
が
悪
く
、
写
真
の

方
が
よ
く
分
か
る
。
せ
っ
か

く
、
い
い
収
蔵
庫
が
で
き
た
の

だ
か
ら
、
照
明
も
工
夫
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
だ
。

向
源
寺
の
す
ぐ
傍
ら
に
あ

る
、
観
音
の
資
料
館
に
寄
る
。

湖
北
の
観
音
は
、
量
・
質
共
に

素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
ご
く
一

部
し
か
お
目
に
か
か
っ
て
い
な

い
の
で
、
こ
こ
で
教
え
て
も
ら

っ
て
、
西
野
薬
師
堂
へ
行
く
。

そ
こ
で
ま
た
案
内
し
て
下
さ
っ

た
方
の
勧
め
で
、
電
話
し
て
い

た
だ
き
、
充
満
寺
の
千
手
千
足

観
音
と
い
う
珍
し
い
観
音
を
拝

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
顔
つ
き

は
今
一
だ
が
、
そ
の
珍
し
い
姿

に
接
し
、
昔
の
人
の
独
創
的
な

発
想
に
驚
く
ば
か
り
。

時
間
的
に
も
そ
ろ
そ
ろ
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
帰
路
に
着
い

た
が
、
珍
し
い
体
験
の
多
か
っ

た
一
日
で
あ
っ
た
。

会 員 投 稿  会 員 投 稿  

日
本
の
原
風
景
を 

 

求
め
て 

日
本
の
原
風
景
を 

 

求
め
て 

勝
木
　
育
夫（
小
松
市
・
耳
鼻
咽
喉
科
） 

戦争記念館で若者たちと（前列右が筆者）

在原業平（ありわらのなりひら）の「墓」 かやぶき屋根の家（生活している家）

メタセコイヤの並木

かやぶき屋根の家（壊れた家）
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余生を楽しむ施設として 
理事　大川　義弘（金沢市・内科） 

高齢者施設を訪ねて 高齢者施設を訪ねて 高齢者施設を訪ねて 
有料老人ホーム神宮寺「サンシャイン神宮寺」 訪問先 
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Reporter

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
神
宮
寺
に

は
、
以
前
よ
り
訪
問
診
察
に
伺

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ

の
顔
と
は
別
の
顔
で
あ
る
保
険

医
協
会
の
顔
で
伺
い
ま
し
た
。

が
、
ほ
と
ん
ど
顔
は
変
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

自
宅
で
も
な
く
施
設
で
も
な

い
、
高
齢
者
の
居
住
系
施
設
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
種
類
も
色
々
あ
り
ま
す
。
介

護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
有

老
ホ
ー
ム
）
と

し
て
、
地
域
密

着
型
特
定
施
設

（
介
護
専
用
型

有
老
ホ
ー
ム
）

と
地
域
密
着
型

以
外
の
介
護
専

用
型
有
老
ホ
ー
ム
、
混
合
型
有

老
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か

住
宅
型
有
老
ホ
ー
ム
、
健
康
型

有
老
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅

（
高
専
賃
）
が
あ
り
、
こ
れ
も

特
定
施
設
の
指
定
を
受
け
ら
れ

る
高
齢
者
専
用
住
宅
と
か
有
老

ホ
ー
ム
に
該
当
し
得
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
高
専
賃
と
か
、
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多

様
な
居
住
系
施
設
で
の
診
療
報

酬
の
算
定
で
は
、「
在
宅
時
医

学
総
合
管
理
料
が
算
定
で
き
る

の
は
、
上
記
の
中
の
ど
れ
で
し

ょ
う
か
」
な
ど
と
、
ク
イ
ズ
に

な
る
ほ
ど
複
雑
で
す
。

さ
て
、
今
回
訪
問
し
た
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
神
宮
寺
は
有
老
ホ
ー

ム
で
す
が
、
介
護
付
き
（
特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護
）
と
、

住
宅
型
の
混
合
型
有
老
ホ
ー
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

四
十
四
人
と
四
十
五
人
の
利
用

と
の
こ
と
で
し
た
。
二
〇
〇
三

年
二
月
に
、
金
沢
で
は
二
番
目

の
有
老
ホ
ー
ム
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。

取
材
に
は
二
〇
〇
八
年
六
月

五
日
に
お
伺
い
し
、
米
田
哲
夫

施
設
長
と
島
由
紀
子
生
活
相
談

員
の
お
二
人
に
応
対
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
神
宮
寺
の
特

徴
は
何
か
と
伺
う
と
、
一
つ
に

は
、
自
立
・
要
支
援
の
方
が
入

居
で
き
る
（
他
の
施
設
系
で
は

要
介
護
以
上
の
方
し
か
入
居
で

き
な
い
）
居
住
系
施
設
で
あ
る

【サンシャイン神宮寺】 
株式会社はなみずき 
有料老人ホーム神宮寺 
「サンシャイン神宮寺」 

〒920-0806 
金沢市神宮寺1の15の27 
TEL（076）253-2335 
FAX（076）253-2368

こ
と
、
二
つ
目
に
、
一
人
ひ
と

り
が
生
き
て
い
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
余
生
を
楽
し
む

と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
（
確
か
に

特
養
や
老
健
は
余
生
を
楽
し
む

場
所
と
い
う
感
覚
で
は
な
い
）

と
の
返
事
で
し
た
。
最
初
か
ら

な
る
ほ
ど
と
、
一
同
、
納
得
顔

で
懇
談
が
始
ま
っ
た
感
じ
で
し

た
。そ

れ
で
は
、
余
生
を
楽
し
む

仕
掛
け
は
何
か
と
い
う
と
、
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
神
宮
寺
の
理
念
で

あ
る
「
共
に
考
え
、
共
に
歩

み
、
共
に
生
き
る
」
の
具
体
化

で
す
。
と
か
く
理
念
と
い
う
の

は
、
あ
く
ま
で
理
念
と
い
う
感

じ
が
あ
り
ま
す
が
、
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
神
宮
寺
で
は
、「
縁
あ
っ

て
入
居
し
て
下
さ
っ
た
方
に
と

こ
と
ん
関
わ
っ
て
」
い
る
よ
う

で
、
入
居
中
の
方
が
散
歩
中
に

た
ま
た
ま
地
域
の
人
に
会
っ
て

話
を
す
る
中
で
、「
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
は
良
い
と
こ
だ
よ
と
聞
い

た
」
と
か
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
は

余
生
を
楽
し
む
と
こ
ろ
と
い
う

噂
を
聞
い
て
相
談
に
来
ま
し

た
」
と
い
う
訪
問
が
増
え
て
き

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

も
、
十
分
理
念
の
具
体
化
が
な

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

入
居
者
同
士
の
交
流
、
入
居

者
と
地
域
の
方
と
の
交
流
、
参

加
型
・
選
択
型
の
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
、
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
楽
し
い
生
活
が
満

喫
で
き
る
環
境
の
提
供
を
目
的

に
①
教
室
・
喫
茶
活
動
②
ホ
ー

ム
イ
ベ
ン
ト
③
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
（
歌
謡
・
舞

踊
、
楽
器
演
奏
な
ど
）
④
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
⑤
実
習
活
動
の

五
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
①
は
二

〇
〇
七
年
度
は
延
べ
二
百
六
十

五
回
開
催
②
③
は
同
じ
く
六
十

二
回
開
催
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。 医

療
と
の
関
連
で
は
、「
他

の
施
設
で
は
医
師
は
選
べ
な
い

が
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
で
は
医
師

を
選
べ
る
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
本
人
・
家

族
と
十
分
相
談
し
、
意
志
を
尊

重
し
、
関
連
医
療
施
設
に
こ
だ

わ
ら
ず
医
療
を
提
供
し
て
も
ら

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
う
い

え
ば
、
私
が
訪
問
診
察
中
も
、

別
の
病
院
の
医
師
の
訪
問
診
察

に
出
会
っ
た
り
し
ま
し
た
。
悪

性
腫
瘍
の
方
の
看
取
り
も
行
っ

た
り
、
病
院
入
院
中
の
利
用
者

に
対
し
て
も
、
病
院
に
お
任
せ

で
な
く
生
活
情
報
提
供
な
ど
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。訪

問
歯
科
も
受
け
入
れ
て
い

ま
す
が
、
中
に
は
、
歯
科
医
自

ら
迎
え
に
来
て
診
療
し
て
い
る

と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

「
共
に
考
え
、
共
に
歩
み
、

共
に
生
き
る
」
と
い
う
理
念

が
、
し
っ
か
り
実
践
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
随
所
に
感
じ
る
訪
問

と
な
り
ま
し
た
。

「高齢者施設を訪ねて」の 
取材先をご紹介ください 

石川県保険医協会 
電話 076-222-5373

　石川県内の高齢者施設で、ぜ
ひ内容を知りたい施設や、特徴
ある施設で取材にご協力いただ
ける施設がありましたら、保険
医協会までご紹介ください。 
　また、取材のリポーターをお
引き受けいただける会員の先生
も募集します。 
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銀
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飛
△
1
一
玉
▲
1
二
銀
△
同

飛
▲
2
一
飛
成
△
同
銀
▲
2
三
桂
ま
で
11

手
詰
。 

〈
解
説
〉
▲
2
二
銀
か
ら
▲
1
三
銀
成
と

平
凡
に
捨
て
て
、
7
手
目
▲
1
二
銀
で
△

同
飛
と
取
ら
せ
て
次
の
▲
2
一
飛
成
が
決

め
手
。
こ
こ
で
▲
1
二
同
飛
成
は
届
き
ま

せ
ん
。 

（
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に
あ
り
ま
す
） 
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5（
問
題
は
15
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
か
ら
3
と
打
つ
の
が
好
手
段
。
白

4
に
は
黒
5
、
7
で
黒
生
き
で
す
。
 

黒
1
で
2
は
白
1
黒
イ
白
ロ
で
黒
死
。

白
4
で
5
な
ら
黒
イ
で
黒
生
き
で
す
。
 

介護付きと住宅型の混合型有老ホーム

取材を担当した大川理事（右）と橋爪事務局員

入居者の方の居室を訪問

米田哲夫施設長

体力づくりは健康管理の源

施設内外で、幅広い活動が行われる

喫茶コーナーでくつろぐ入所者の方々

島由紀子生活相談員
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高村　昭輝（金沢市・小児科） 

その 9OTC薬が受診抑制に?
12回シリーズ 

高村ドクターの 高村ドクターの 

オーストラリアからこんにちは オーストラリアからこんにちは オーストラリアからこんにちは 

日
本
で
は
、
厚
生
労
働
省
が

医
師
増
員
策
を
打
ち
出
し
、
ベ

ッ
ド
削
減
計
画
を
修
正
縮
小
し

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。
や
っ
と

現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
も
ら
え
た
か
・
・
・

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

病
院
の
在
院
日
数
を
延
ば
し

て
い
る
主
な
原
因
で
あ
る
積
極

的
な
治
療
の
必
要
は
な
い
も
の

の
家
族
が
家
で
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
、
も
し
く
は
家
で
見
る

に
は
何
ら
か

の
医
療
が
必

要
で
あ
る
、

ま
た
い
ろ
い

ろ
な
絡
み
で

在
宅
医
療
へ

の
移
行
が
進

ま
な
い
・
・
・

そ
ん
な
人
た

ち
を
世
話
し

て
く
れ
る
場

所
が
不
足
し

て
い
る
よ
う

に
思
い
ま

す
。こ

こ
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
ビ
レ

ッ
ジ
や
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
と

呼
ば
れ
る
高
齢
者
用
の
住
宅

が
、
か
な
り
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
に
入
居
す
る
こ
と
を
嫌
が

り
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る

高
齢
者
も
多
い
の
で
す
が
、
そ

う
い
う
病
院
で
は
な
い
高
齢
者

を
受
け
入
れ
る
施
設
の
拡
充
を

せ
ず
し
て
、
病
院
の
療
養
病
床

や
リ
ハ
ビ
リ
病
床
を
削
減
す
る

の
は
、
こ
ち
ら
の
状
況
を
見
て

い
る
限
り
、
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
医
療
費
抑
制
と
い
う
理
由

だ
け
で
、
ベ
ッ
ド
数
や
医
師
数

を
減
ら
す
こ
と
の
限
界
と
現
実

が
、
厚
生
労
働
省
に
も
見
え
て

き
た
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、
現
場

の
医
療
従
事
者
の
声
を
反
映
し

て
く
れ
る
よ
う
な
行
政
を
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

受
診
抑
制
策
の
一
つ
は
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
薬
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

辺
の
薬
局
に
行
っ
て
見
る
と
、

日
本
で
は
処
方
箋
が
な
く
て
は

手
に
入
ら
な
い
よ
う
な
お
薬
が

棚
に
並
ん
で
い
ま
す
。
ボ
ル
○

レ
ン
、
ブ
ス

○
パ
ン
、
ゾ

ビ
○
ッ
ク

ス
、
ほ
か
に

も
聞
き
慣
れ

た
抗
ヒ
ス
タ

ミ
ン
薬
や
胃

腸
薬
が
普
通

に
手
に
入
り

ま
す
。

ま
た
、
教

育
も
必
要
な

の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
た

と
え
ば
子
ど

も
の
こ
と
で

言
う
と
、
ほ

と
ん
ど
の
お
母
さ
ん
は
、
子
ど

も
が
風
邪
を
ひ
く
と
「
パ
ナ
ド

ー
ル
を
飲
ん
で
寝
て
お
け
ば
治

る
わ
」
と
。
パ
ナ
ド
ー
ル
は
た

だ
の
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
で

す
。
ま
あ
、
何
で
も
ア
セ
ト
ア

ミ
ノ
フ
ェ
ン
で
治
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
誤
解
も
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
が
、
多
少
な
り
と

受
診
抑
制
に
は
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
今
は
ち
ょ
う
ど
医
学

生
は
冬
休
み
前
の
試
験
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
僕
も
臨
床
技
能
を
学

生
に
教
え
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
臨
床
技
能
の
試
験
（
い
わ

ゆ
る
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
の
学
生
評
価

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

特
に
医
学
部
の
一
年
生
と
二
年

生
（
日
本
の
三
年
生
と
四
年
生

で
す
ね
）
の
行
う
頭
の
先
か
ら

足
の
先
ま
で
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
診
察
で
、
学
生
の
到
達
度
を

評
価
し
ま
し
た
。
大
き
く
分
け

る
と
①
全
体
の
流
れ
の
中
で
次

に
行
う
べ
き
診
察
を
ま
だ
、
教

師
が
指
示
し
な
く
て
は
い
け
な

い
レ
ベ
ル
（
こ
れ
は
つ
ま
り
、

不
合
格
で
す
）
②
全
体
の
流
れ

の
中
で
次
に
行
う
べ
き
診
察
を

自
分
で
想
起
で
き
る
が
、
時
間

が
か
か
る
レ
ベ
ル
（
合
格
ラ
イ

ン
で
す
ね
）
③
自
動
的
（
自

然
）
に
次
の
診
察
が
流
れ
の
中

で
で
き
る
（
体
が
覚
え
て
し
ま

っ
て
い
る
、
意
識
し
な
く
て
も

良
い
）
レ
ベ
ル
、
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
③
ま
で
到
達
し
て

い
る
学
生
は
少
な
い
の
で
す

が
、
全
体
の
二
割
く
ら
い
が
③

の
レ
ベ
ル
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で

来
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
少
々

驚
き
ま
し
た
。
何
度
も
何
度
も

繰
り
返
す
こ
と
で
自
然
に
そ
う

い
う
動
き
が
意
識
せ
ず
と
も
出

て
く
る
・
・
・
、
そ
う
い
う
レ

ベ
ル
に
医
学
生
・
研
修
医
が
到

達
す
る
た
め
に
、
ど
う
教
育
方

法
を
改
善
す
べ
き
か
！
今
は
、

そ
う
い
う
こ
と
を
勉
強
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

囲 碁 

（解答は14面にあります） （解答は14面にあります） 
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昔
、
あ
る
島
に
住
む
少
年
が
何
気
な
く
海
を
見
た
ら
、
彼

の
住
む
部
落
か
ら
隣
の
部
落
ま
で
一
キ
ロ
は
あ
ろ
う
か
と
い

う
一
直
線
の
壁
が
沖
合
い
に
出
現
し
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
程
な
く
、
変
な
形
の
船
が
来
て
、
外
海
の
砂
を
壁
の
内

側
に
流
し
込
み
始
め
ま
し
た
。
少
年
の
父
親
が
言
う
に
は
、

埋
め
立
て
て
田
ん
ぼ
を
作
り
、
最
新
式
工
法
を
取
り
入
れ
た

防
波
堤
も
作
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
ば
ら
く
前
か
ら
そ
の

関
係
の
仕
事
に
就
き
、
手
回
し
式
の
計
算
機
を
扱
う
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
も
ど
き
と
な
っ
た
父
親
は
、
し
た
り
顔
で
解
説
し

ま
し
た
。

少
年
と
そ
の
仲
間
た
ち
が
、
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
や
ト
ム
ソ

ー
ヤ
ご
っ
こ
を
し
た
自
然
豊
か
な
海
岸
線
、
海
の
生
き
物
が

豊
か
な
入
り
江
。
土
木
工
事
が
そ
れ
ら
の
環
境
を
大
き
く
変

え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
は
知
ら
ず
、
少
年
た
ち
の
興
味

は
埋
め
立
て
が
い
つ
ご
ろ
終
わ
る
か
に
あ
り
ま
し
た
。
だ
ん

だ
ん
狭
く
な
る
海
面
を
見
な
が
ら
、
い
つ
決
行
す
べ
き
か
を

相
談
し
合
っ
て
い
た
の
で
す
。
と
う
と
う
、
砂
が
内
海
を
ほ

と
ん
ど
覆
い
尽
く
し
、
直
径
が
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
水
溜
り

が
数
カ
所
だ
け
に
な
る
時
が
来
ま
し
た
。

さ
あ
決
行
の
時
で
す
。
全
員
が
バ
ケ
ツ
を
手
に
、
決
戦
場

に
向
か
い
ま
し
た
。
狭
く
浅
く
な
っ
た
溜
り
場
に
は
、
魚
が

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
い
て
、
飛
び
跳
ね
ま
す
。
獲
り
に
入
る

と
、
ふ
く
ら
は
ぎ
や
む
こ
う
ず
ね
に
魚
が
ぶ
つ
か
り
、
う
っ

か
り
す
る
と
足
で
踏
み
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
っ
ち
の
溜

り
場
、
こ
っ
ち
の
溜
り
場
と
、
少
年
た
ち
は
夢
中
で
魚
を
掻

き
出
し
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
が
魚
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
残
っ
た
小
物
に
は

未
練
も
無
く
な
り
、
戦
い
を
や
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
め

っ
た
に
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
堪
能
し
、
歓
喜
の
声
を
挙

げ
、
少
年
た
ち
は
家
に
帰
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
少
年
の
家
に
三
十
歳
代
の
土
木
技
術
者

が
、
大
勢
寝
泊
ま
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
新
式
の

堤
防
を
作
り
に
き
た
の
で
す
。
仕
事
が
終
わ
り
、
就
寝
ま
で

の
時
間
、
ど
こ
か
の
大
学
で
土
木
工
学
を
学
ん
だ
リ
ー
ダ
ー

格
の
人
が
、
時
々
い
ろ
い
ろ
な
話
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
ん
ち
問
題
や
数
学
の
問
題
を
出
し
て
く
れ
る
と
き
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
見
え
、
ま
た
、
都
会

や
異
文
化
の
香
り
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
影
響
か
、
将
来
は

土
木
の
道
に
進
も
う
と
密
か
に
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

彼
ら
が
去
っ
た
後
、
彼
ら
が
作
っ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
セ

メ
ン
ト
の
防
波
堤
は
、
た
び
た
び
壊
れ
ま
し
た
。
最
新
式
の

技
術
も
、
自
然
の
力
に
は
か
な
わ
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。少

年
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
小
エ
ビ
や
サ
ザ
エ
や
蛸
の

採
れ
る
海
岸
線
が
、
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
ほ
う
が
良
か
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
島
に
住
み
続
け
た
少
年

の
父
は
、
今
の
ほ
う
が
安
心
で
よ
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
使

っ
た
お
金
の
割
に
は
、
益
は
多
く
は
無
い
よ
う
思
え
た
田
ん

ぼ
も
、
部
落
の
皆
は
喜
ん
で
い
る
と
言
い
ま
す
。
島
に
は
、

そ
れ
ほ
ど
田
ん
ぼ
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
い
え
ば
、
離
島
生
活
の
辛
酸
を
嘆
い
て
い
た
祖

父
は
、
ず
ー
っ
と
、
島
に
は
橋
が
二
つ
必
要
だ
と
言
い
続
け

て
い
た
っ
け
・
・
・
。

埋
め
立
て
に
し
ろ
、
二
つ
の
橋
に
し
ろ
、
ど
っ
ち
が
良
か

っ
た
か
の
判
断
を
す
る
権
利
は
、
島
を
離
れ
た
少
年
に
は
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

会員リレーエッセー      ◆◆ 109◆◆原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

島
の
思
い
出平

田　

米
里
（
野
々
市
町
・
歯
科
）

大学の玄関

高台から見た大学全体の写真
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深
い
眠
り
は
　
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
な
が
く 

恐
竜
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
に
　
珪
化
木 

 

　
　
　
こ
の
二
十
一
世
紀
の
地
球
を 

　
　
　
見
た
ら
仰
天
し
た
だ
ろ
う
に 

モ
ン
ゴ
ル
の
大
草
原
に
は
　
恐
竜
の
化
石
が 

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
　
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
が 

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
化
石
の
森
に
は
珪
化
木
も 

モ
ロ
ッ
コ
や
ド
イ
ツ
や
世
界
の
ど
こ
に
で
も 

地
球
の
い
た
る
所
で
　
眠
っ
て
い
る
化
石
よ 

目
覚
め
る
と
目
を
丸
く
し
て
驚
く
だ
ろ
う
よ 

  

氷
河
期
は
終
わ
り
　
化
石
が
眠
っ
て
い
る
間 

世
紀
末
に
騒
い
で
い
る
の
は
地
球
温
暖
化
だ 

　
　
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
湖
の
増
水 

　
　
　
決
壊
し
て
洪
水
に
な
る
憂
い 

 

　
　
海
面
上
昇
す
れ
ば
　
モ
ル
ジ
ブ
を 

　
　
沈
没
に
追
い
や
る
　
こ
の
地
球
に 

　
　
　
大
き
な
面
し
て
　
の
さ
ば
る 

　
　
　
い
び
つ
な
生
物
が
沢
山
い
る 

　
　
　
　
身
体
に
軍
服
を
纏
っ
て 

　
　
　
　
足
に
は
革
靴
を
履
い
て 

有
史
以
来
　
捨
て
る
こ
と
な
く
　
隠
し
持
つ 

共
存
協
栄
　
と
云
う
言
葉
を
　
知
ら
ぬ
生
物 

  

恥
部
を
見
て
「
何
だ
！
　
原
生
動
物
か
」
と 

馬
鹿
扱
い
し
て
い
る
恐
竜
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
。 

映画「阿弥陀堂だより」の主題地、飯山市戸狩村。 

村にある地蔵堂に足を踏み入れるとそこは別世界だ。 

プロ作家のオリジナル原画で埋め尽くされた天井。 

寝転がって眺めると時間の経過を忘れる。 

こ
の
世
の
い
び
つ
な
生
物 

 

│ 

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
年
に 

│ 
  

高
橋
サ
ブ
ロ
ー 

珪化木のどちらも福井県の勝山の盆石の専門店で
買い求め、盆石のおまけに原石をいただいた。 
手取層群は勝山にもあって、恐竜などがたくさん
発見され、能登半島にある化石公園で見た珪化木も
黒く焦げて、石炭のようにも見えた。 
藤則雄博士によると、日本列島は３階建て構造で、
土台は17億年前の「飛騨変成岩」、２階は恐竜が
生きていた１億５千年前の「手取層群」、３階部分
は列島の所々に姿を見せ、２度目の火山活動で生ま
れた岩層で、１度目の火山活動は１千５百万～２千万
年前に起き、２度目の火山活動は８百万年前に起き、
能登半島と陸続きの舳倉島はその後の温暖化で海面
が上昇して、１万年前に島になったという。 
黒い珪化木を見て、火山活動を知り、舳倉島の珪
化木の発見によって温暖化が能登半島を沈没させた
ことを知った。 

（高橋三郎／金沢市・耳鼻咽喉科） 

地蔵堂（飯山市）にて地蔵堂（飯山市）にて地蔵堂（飯山市）にて地蔵堂（飯山市）にて
大平　政樹（金沢市・外科）

【右】珪化木の盆石と【左】珪化木の原石（左） 


